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特集 情報処理教育

● 座談会・発展途上国のコンピューク事情

● 占荒雫 ・オフコン ・セールスマンの能力開発
－BSC教 育 の概 要 一

失敗の意識が問題の本質を考えさせる
一 テ ク ニ カ ル ・リ ー ダ ー シ ッ プ 集 中 セ ミナ ー 一

:韓 煙 霧 碧雑 種内容等の吉岡査＼
//'
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コンピュータとコミュニケーションの融 合 《C&C》 にもとづき、最新 のアーキテクチャを駆使L、
数 々の 先進技 術を採 用 して時代 の多様 なニーズに応 えています』

NECが 世 界に誇 る通信 技 術 や 電f"デ バ

イス技 術 に、最 新 のアーキテクチャを駆 使 し

た世 界最 大級 の 汎用 コンピュー タ《ACOS

システム1000》。 ここで 実 証 した 先進 技 術

の もと、 多彩 な機 能 と柔軟 性 のあるソフトウ

ェアを備 えたNECコ ンピュー タは、 それ ぞ

れ 優 れた性 能 が 高く評価 され 、さまざまな

分 野 で 今 日も重 要な働 きをしています。

ec
コンピユー97ン ド=!==e-nv

● 世界 最 高 水準 の 汎 用コンピュータ

ACOSシ ステム250/350/450/550/650/

750/850/IOOO(中 ・小 型 ～超 大 型)

● 多彩 な複合 機能 のOAオ フィスコンピューータ

NECシ ステム50/35、lOO.i'45、100/85、

150/55

●OA実 践 のビジネスパ ーソナルコンビa－ 夕

NECシ ステム20/15

● 先 進の16ピ ント、洗 練 の8ビ ット

パーソナル コンピュータ

N5200モ デ ル05/PC-9800

PC-2000/6000/8000/8200/8800

●分 散 処理 専 用 コンビュタのエース

N4700分 散 処 理 シ ステム

●32ビ ットの ス ーパ ー ミニコンピュー タ

NECMSI20/140'190

●OAの 先端 で 活 躍 するターミナル

インテ リジェントターミナル

デ ータエントリター ミナル

業 種 別専 用ター ミナル

業 務 別専 用ター ミナル

●OAの 日用 品 、日本 語ワー ドプロセッサ

文 豪NWP-10Nt20N

●OAシ ステムを包含 した

情 報処 理 ネットワーク体 系 《DINA》

C&C光 ネットワークシステム

C&Cネ ットワーク構 成機 器

C&Cネ ットワークソフトウェア

IVECコ ンピュ・■タ
日本電気株式会社 お問 合 せ は:情 報 処 理 ・宣 伝

TEL(03)454-MH(大 代 表)



JSDは 幅広いニーズにお応えします。
〈営 業 内容 〉

● コ ンサ ル テ ー シ ョン ● シ ス テ ム 開発

●調 査 研 究 ● ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ販 売

JSDは ソ フ トウ ェ ア の メ イ ンテ ナ ンス の 対 話 型 支 援 環

境 に挑 戦 して い ます 一 ソフ トウ ェア保守技術開発計画－

JSDは ソ フ トウ ェア の 先 端 技 術 の研 究 開発 に も努 力 し

て い ます
一 ソフ トウェア ・エ ンジニア リング に関す る調査研究－

JSDは ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル の た め の 種

々 の 開発 支 援 シス テ ム を作 り上 げ ま した

一 ソフ トウェア生産技術 開発計画－

JSDは 画 像 処 理 サ ブル ー チ ン ・パ ッケ ー ジ(SPIDER)

を広 く一 般 へ 普 及 して い ます 一 スパイダ一一

」5D璽㌶㌔ ≧㌔
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JE㏄ は国産コンピュータを通じて

社会に貢献しま充

国産電 子計算機 をレンタル す る

日本電子計算機株式会社
東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内3-4-1新 国 際 ピ ル5F

㊦100TELO3(216)3681(代 表)
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情報処理教育の

転換期を迎えて

横浜商科大学教授

前 川 良 博

「教 育 に は 飽 和 点 が な い」 とい うT.J.ワ ッ ト

ソ ンの こ とば に感 銘 を受 け た の は 今か ら三 十 数 年

前 の こ とで あ るが,こ れ か らの情 報 処 理 教 育 に つ

い て考 え る と き,改 め て この こ とば を 思 い 出 さず

に は い られ な い 。

教 育 の必 要 性 や そ の重 要 性 は常 に変 わ る こ とな

い普 遍 的 な 真理 で は あ る が,そ の狙 い や 内容,教

育 技 術 な どは 時 代 の 推移 や環 境 の 変 化 に よ って 異

な って く る。情 報 処 理 を 対 象 とす る専 門 教 育 に お

い て こ の こ とは な お さ らで あ る し,こ れ で よい と

い う飽 和 点 な どあ りえ ない 。

わ が 国 に お け る情 報 処理 教 育 の軌 跡 を 私 な りに

整 理 して み る と次 の よ うな4期 に 大 別 す る こ とが

で き るの で あ る。 そ の 第1期 は,コ ン ピュ ー タ前

期 と して のPCS時 代 で あ っ て昭 和25年(1950年)

に は じま る。 それ はベ ンジ ャ ミンが,か つ て 「機

械 の習 熟 期 」 と表 現 した 時期 で あ って,私 は それ

を 専 門 家 重 点 教 育 の 時 代 と呼 ん で い る。

そ れ に 続 く第2期 は 昭 和35年(1960年)頃 に は

じま る コ ン ピ ュー タ啓 蒙 教 育 期 で あ る。 多 くの教

育 機 関 や 企 業 内教 育 の プ ログ ラム に コ ン ピ ュー タ

教 育 が積 極 的 に組 み込 まれ,そ の知 識 と可 能 性 の

PRと 啓 蒙 が わ が 国 産 業 界 の コ ン ピ ュ ータ化 に大

き く貢 献 した 。 そ の 教 育 の 重 点 は,Whatisthe

Computer?と い うこ とで あ った 。 と こ ろが 業 務

部 門に と っ て の関 心 は,コ ン ピュ ー タ そ の も の に

あ る の では な く,自 部 門業 務 と コ ン ピ ュー タ と の

関 わ り,あ るい は業 務 の た め に ど うコ ン ピ ュー タ

を 活 用 す るか とい うこ とで あ った 。

そ れ に 応 え るた め に 教 育 課 題 と教 育 内 容 に 転 換



が求 め られ る わけ で,第3期 と して の コ ン ピ ュー

タ活 用教 育 に重 点 を置 く時 代 を迎 え る 。 それ は,

わ が 国 の経 済 成 長 期,コ ン ピ ュー タ 化 の拡 大 発展

期 と も期 を 同 じに す る 昭和40年(1965年)前 後 の

頃 か らで あ って,WhatistheComputer?か ら

HowtousetheComputer?へ の 教 育 の 転 換期

で あ った 。 この 時 期 に,コ ン ピュ ータ 利 用 を 推 進

す る直 接 ・間 接 諸 技 術 の 教 育 が 多 面 ・多 彩 に 取 り

あ げ られ,大 学 に お け る コン ピュ ー タ教 育 も次 第

に 拡 大 し,体 系 化 の方 向 に 進 んだ の も こ の頃 で あ

った 。

第3期 ま で の教 育 の狙 いや そ の 内容 は,い ず れ

も コ ン ピ ェ 一夕 そ の もの に重 点 を置 く もの で あ っ

た が,昭 和40年 代 の後 半 頃(1970年 ～)か ら コ ン

ピ ュ ータ教 育 の 必要 性 を肯 定 しな が ら も,業 務 の

シス テ ム化,情 報 シ ス テ ム化 を志 向 す る教 育 へ の

重 点移 行 が み られ る よ うに な って きた 。 そ れ を 第

4期,シ ス テ ム 化 教 育,情 報 シ ス テ ム 化教 育 の 試

行 期 の お とず れ と呼 ぶ こ とが で き る。 それ は コ ン

ピュ ー タ ・オ リエ ン テ ヅ ドか ら マネ ジ メ ン ト ・オ

リエ ン テ ッ ドな教 育 へ の転 換 を志 向す る も ので あ

っ て,HowtoOrganizetheSystems?の 教 育

を狙 い に してい た 。

本来,シ ス テ ム化 は,業 務 の改 善や 望 ま しい業

務 シ ス テ ムを構 築 す る こ とで あ って,コ ン ピ ュ ー

タ 化 の 前 提 で あ る。方 法 論 と して の コ ン ピ ュ ータ

教 育 と 目的 論 と して の シ ス テ ム化 教 育 の両 側 面 か

ら企 業 や 組 織体 の 情 報 処 理,'情 報 シス テ ム の構 築

に 貢 献 す る人 材 を 育 成 しよ うとす るの が 第4期 の

教 育 目標 で あ った 。

3

ところでこの数年来,情 報処理をとり巻 く社会

的,技 術的な状況が急激に変化 してきた。それは

情報処理環境の変化とでも呼ぶべきこ とで あ っ

て,私 はその環境変化要因を次の3つ として受け

とめている。①LSIに 象徴される半導体素子技

術,微 小化技術,それに通信・ネ ットワーク技術な

どの高度化,接 合化が情報処理分野の可能性を大

きく拡大 してきた ことである。それは コンピュー

タの適用方法 と適用分野をすさまじい勢で増大さ

せているし,情 報処理の分散化や大衆化はその現

われ といえる。②企業多難時代と呼ばれ るように

今日の企業は厳 しい経済環境のもとにある。情報

処理にも厳 しい経済的効果余地の追求が問われる

わけで,そ れに応える情報処理のあ り方が企業と

して課題となっている。③OAを どのように捉え

るにしろ,今 日のような機器単体の機械化のみで

は問題がある。経済性を前提にして,システム化,

情報化,ネ ットワーク化がOAの 今後の志向方向

であって,こ れからの情報処理のあ り方にOAは

大きな問題を投げかけている。

このような情報処理の環境変化が,そ れを支え

るであろ う人材の育成教育のあ り方に大きな転換

を迫っている。その課題はハードウエア,ソ フ ト

ウエア,関 連技術と多元的であるし,そ れに加え

て情報処理を方向づける戦略論にまで及ぶもので
'

ある。

また教育対象も専門要員のみに固定化できない

とい う時代的要請がある。従来か らの延長ではな

い大きな転換期を情報処理教育は迎えているので

ある。
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IIT海 外研修生座談会

発 展 途 上 国 の コ ン ピ ュー タ事 情

第2回 発展途上国DP研 修を終えて一

者
)略

同

席

称
不
敬
順

出
(

司 会

ロ ドニ ィ ・マ ノ ラ ン ジ ャ ン ・ペ レ ラ

テ オ ・テ オ ウ ・ク ー ン

ケ イ ・ユ ウ ・チ ャ イ

サ ンパ ス ・ク マ ー ル
キヨ カク

許 革
カ ヘイ

何 平

植 松 諒

(19歳)ス リラ ン カ

(34歳)シ ン ガ ポ ー ル

(26歳)マ レー シア

(29歳)イ ン ド

(25歳)中 国

(34歳)中 国

当協会情報処理研修センター
海外研修課長

ケイ氏
テオ氏

ペレラ氏
植 松 氏

一 人 お い て ,サ ン パ ス 氏
許氏

何氏



5一
当協会の情報処理研修センターでは56年 度から

「発展途上国DP研 修」を実施しているが,57年

度の研修は昨年10月 から12月末までの3ヵ 月間に

わたって行われた。

今回の研修では中国から2名,ス リランカ,シ

ンガポール,マ レーシア,イ ン ドから各1名,計

6名 の研修生が,そ れぞれ 日本の受入れ企業から

派遣されて参加 した。

今般研修を終えるに当り,日 本の印象,そ れぞ

れのお国柄,各 国の情報処理事情などについて語

ってもらった。

植松 シンガポールのテオさんはいかがですか。

テオ 私もペ レラさん同様,日 本の方々の親切さ

礼儀正 しさを感 じました。 とくにユニークだ と思

ったのは,公 共の交通施設が非設に発達している

とい うことです。交通機関の効率の良いのにはほ

んとうに感心 しました。

日本 の 印象,日 本 で の生 活

植松 このたび,私 共の発展途上国DP研 修に皆

さんにご参加いただきまして,も うすでに2ヵ 月

半近くにな ります。この間,皆 さん日本に来られ

たのは初めてとい うことで,日 本についてお感 じ

になられたことが数多くあろうか と思います。と

くに日本の生活習慣,日 本人あるいは食べ物につ

いて苦労されたことがあろうかと思います。まずら

そのへんからお話を伺いたいと思います。

最初にス リランカから来られたべ レラさん,い

かがですか。

ペレラ 日本の食べ物は大変気に入Dま した。そ

れに,長 い間日本に滞在することを可能に してく

れたのは日本人の親切さでした。道に迷っても,

いつも親切に助けてくれるので日本の方 々を大変

好 きにな りました。

テ オ ・テ オ ウ ・クー ン氏

植松 マレーシアから来 られたケイさんはいかが

ですか。

ケイ 日本に来てみて,こ の国は非常に人口が過

密であると感じました。とくに東京の車の多さ,

そ して交通渋滞はまさに悲惨であると感 じ ま し

た。歩道でさえいつも人でいっぱいなのには驚き

ました。'

それから,日 本の社会では集団的な調和が社会

の価値観として定着 しており,何 か決定を下す場

合にも集団 としてのコンセンサスを非常に重視 し

ているように感 じました。日本の食べ物では,天

ぷ らとしゃぶしゃぶが好 きですが,日 本のお酒は

あまり口に合いませんで した。全体的には,日 本

での滞在を非常に楽 しんでお ります。いろいろな

面で日本の方々の心のこもったおもてなしに感激

してお ります。
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植松 サ ンパスさんは,イ ン ドから来 られて,し

か もベジタリアンということで,食 べ物には苦労

なさったと思いますが,い かがですか。

サンパス 最初の1週 間は少 し苦労 しましたが,

だんだん馴れてきまして,天 ぷら,え びとか焼と

りなど日本の食べ物 も食べるようになりました。

日本のお酒も好きです。 日本でいろいろ興味深い

体験をさせていただきました。生活様式がインド

と全 く異なるため,ほ んとうに違 う国に来たとい

う感 じが しました。日本の方 々は誠実で,協 力的

であることを強 く感 じました。道に迷った時,行

きたい場所までわざわざついてきて くれました。

ほんとうに親切な国民性であることを痛感いた し

ました。日本に来て視野が広 くなったと思います。

また合理的な生活について学びました。 日本人の

勤勉さにも感心いたしました。インド人は夕方6

時には帰宅いたしますが,日 本人は朝早 くから夜

遅 くまで働いていらっしゃるのが印象的で した。

この研修ではコンピェ一夕のプログラミング以外

にも多くのことを学ぶことができましたことを嬉

しく思っています。

植松 中国から来られた許さんはいかがですか。

許 日本は初めてです。残念なことに今回この研

修には途中から参加したのですが,植 松 さんをは

じめ講師の方々がとても親切に教えて下さいまし

たことに深く感謝 してお ります。

植松 話題を変えまして,皆 さんが日本に来られ

るまでは,日 本はこんな国ではないだろ うかとい

う想像あるいは予感をもってらしたと思 い ます

が,実 際に日本にいらしてみてこれは,と いう違

いがあ りましたらお聞かせ下 さい。

ペレラ 日本では,生 の魚を食べると聞いていた

ので,ひ どいものでないかと懸念 していたのです

が,実 際食べてみると,国 で聞いていた話と全然

違 うことがわか りました。

キヨ カク

許 革 氏

植松 他にはいかがですか。

テオ 私はJSTC(ジ ャパン ・シンガポール ・

トレーニング ・センター)か ら来ました。センタ

ーには14人 の日本人エキスパートの方がおられま

すので,日 本についてはいろいろ聞いてお りまし

たし,日 本の映画も見たことがあります。センタ

ーでは,日本式の経営方法を学んでいましたので,

たとえば,ス タッフの誕生日を祝 うといったこと

もやってお ります。日本に来てみて,セ ンターで

学んだこととその通 りであることが判 りました。

ですから,そ れほど異和感はありまぜんで した。

ケイ 日本に来る前には,日 本は先進工業国なの

でとくに若い世代の人々は英語がかな り堪能であ

ろ うと思っていましたがそれほどでもなかったの

は期待はずれでした。(笑)英 語を理解は している

とは思いますが,英 語での自己表現が苦手なので

はないかと思います。このような言葉の問題があ

ったため,最 初はフラス トレーションを感 じまし

た。しかし,し ばらくするうちに,言 葉の問題 も

日本人の心の暖かさと礼儀正 しさで克服されて,
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むしろ障害を感 じなくな りました。

サンパス 日本人は非常に勤勉で,生 活も規則正

しいと聞いてお りましたので,多 分仕事が終わっ

たらまっすぐ帰宅するだろうと思ってお りました

が,夜 もなかなか色彩豊かであることがわか りま

した。また,日 本の方 々は親切で誠実であると聞

いてお りましたが,ま さしくその通 りであること

がわか りました。

何 日本に初めて来たわけですが,過 去において

あまり日本に関する知識はもっていませ ん で し

た。 しか し,こ の研修ではプログラムが非常によ

くまとめられていましたし,講 師の方 々も根気よ

く助けて下さいましたので,よ く理解でき感謝し

てお ります。

し始 め て い ます 。 コン ピュ ー タ化 の ニ ー ズ と認 識

が高 まっ て き て い る の は事 実 です 。 そ の結 果,若

い 層 が コ ン ピ ュ ー タを学 ぼ うとい う意識 が強 くな

って きて い ます 。 そ れ に 応 え て,い ろい ろな コ ン

ピュ ー タ の研 修 コース もで きて きて い ます 。

t t'ttぺ 「m

七 べ 、 「v'」

コ ン ピ ュー タ の普 及状 況

植松 あ りが とうございました。さて,こ のコー

スのは じめに 日本での情報処理の現状についてレ

クチャーがあ りました。そこで,現 在,皆 さんの

お勤め先で コンピュータをどのように使っておら

れるか どうかも含めて,皆 さんのお国における情

報処理の実情についてお話 しいただきたいと思い

ます。

ケイ 私の国(マ レーシア)で コンピュータが導入

されたのは割合に最近のことですが,多 くの企業

がコンピュータの効用を認識 してきています。か

な り小規模な企業でもコンピュータを導入し始め

ています。また,一 般家庭でも,パ ソコンが普及

ケ イ ・ユ ウ ・チ ャイ 氏

植 松 ペ レ ラさ ん,ス リラ ン カで は い か が で す か 。

ペ レラ ス リラ ンカ で初 め て コ ン ピ ュー タが 導 入

され た の は13年 前 で す 。 そ の 後 約10年 間 は コン ビ

・.一ータ導 入 の成 長 率 は そ ん なに 高 くな く,20～30

の大 企 業 が 設 置 した に と どま りま した 。1978～81

年 まで は 成 長 が 伸 び,350台 設 置 され ま した 。 今

年 の末,あ る い は来 年 の初 期 には1,000台 を超 え

る とい われ て い ます 。 パ ソ コ ン も普 及 して きて い

ます し,人 気 もあ ります 。 そ の よ うな 状 況 で す の

で 日本 の コン ピ ュ ・一夕 ・メ ー カ ー にぜ ひスi2ラ ソ

カ に来 て い ただ き た い と思 い ます 。 とい うのは,

マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タの 需 要 が 高 く,ア メ リカ

製 の もの よ りは 日本 製 の 方 が 価格 が安 く使 いや す

い か らで す 。 、

テ オ シ ン ガ ポ ール で コン ピ ュ ータ が 導 入 され た

のは か な り以 前 の こ とで す 。 ジ ャパ ン ・シ ンガ ポ

ー ル ・イ ンス テ ィテ ユ ー ト ・オ ブ ・ソフ トウ エ ア
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とい う組 織 が あ ります 。 これ は 私 が 属 して い るJ

STCの 姉 妹 組 織 です 。 日本 ・シ ンガ ポ ー ル両 政

府 が デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ と コ ン ピ ュー タ知 識 普

及 のた めに,シ ンガ ポ ー ルに 設 け た もの です 。 ま

た 同 じ 目的 の た めに 設 け られ た委 員 会 に,NCB

D(ナ シ ョナ ル ・コ ン ピ ュー タ ・ボ ー ド・フ ォー・

デ ィベ ロ ッ プメ ン ト)が あ り ます 。 マ イ コ ンが 大

変 普 及 して きま して,大 小 の企 業 や 家 庭 に も普 及

して お ります 。

サ ンパス ・クマール氏

サ ン パ ス コ ン ピュ ー タが イ ン ドに 導 入 され た の

は 最 近,数 年 前 の こ とで す 。 現 在 は 中 型 コ ン ピ ュ

ー タ とマ イ ク ロ ・コ ン ピュ ー タが か な り普 及 して

お ります 。 日本 と の協 力 を よ りい っそ う推 進 して

い きた い と考 え て お ります 。 日本 は あ らゆ る技 術

に お い て た いへ ん高 度 な レベ ルを 達 成 され ま した

し,製 品に お い て も,経 済 性,信 頼 性,耐 久 性 に

す ぐれ て い ます 。私 は 銀行 に 勤務 して お り ま す

が,あ らゆ る レベ ル で 取 引 きが 増 え て い ます の で,

各 支 店 を結 び,中 央 に セ ン トラル ・コ ン ピュ ー タ

を設 置 し,業 務 を行 っ て お ります 。 近 く,各 地 区

に,セ ンタ ーを 設 け た い と考 え て お ります 。 そ の

た め,端 末 シ ス テ ム を導 入 した い と考 え て い ま

す。またより多 くの要員を日本で勉強させたいと

思っています。日本とイン ドの協力を強化 し,鉄

の橋をかけたいと思ってお ります。

許 中国ではまだ コンピュータ化はあまり進んで

いません。サイズも,大 型ではなく,中 型 または

マイクロ・コンピュータが多いのです。中国は人

口が多いため,い ろいろな面でコンピュータ化が

必要で,今 後 コンピェ一夕化,コ ンピュータに関

する知識の普及 ・開発のための援助を期待 してお

ります。

ケイ マレーシアの市場は,現 在ほとんどがIB

MとNCRが 占めています。 しか し日本のコンピ

ュータ ・メーカーが進出する余地はまだまだ十分

にあ ります。世界的に名前が知られている日本の

コンピュータ ・メーカーでもマレーシアでは,ま

だその名前すらあまり浸透 していませんが,全 体

のパイは大きいので,日 本のメーカーの進出の余

地は大いにあると思います。日本のコンピュータ

は,耐 久性,品 質,価 格などを総合的に考慮する

と非常に値打ちがあると思います。

サンパス 去年の8月 にガンジー首相が来日され

桜内外相にお会いし,日 本とインドの協力推進及

び合弁会社に関 し,協 議をしました。現在の協力

関係をみてみます と,乗 用車はスズキ,オ ートバ

イはヤマハ,ト ラタクは トヨタと合弁の契約が成

立 してお ります。コンピュータ分野でも同様の関

係が成立することを望んでお ります。日立はすで

に進出していますが,富 士通やNECに も進出し

ていただきたいと思います。そ してインドでコン

ピュータを製造するための協力や技術的なノウハ

ウを提供 していただきたいと思います。三菱や丸

紅はすでに進出しております。インド人は日本の

方 々と同様に勤勉であ り,一 緒に努力していきた



い と思 い ます 。

情報処理教育の実情

植松 日本では情報処理に関する学校教育は商業

及び工業高校ではほ とんど教えています し,普 通

高校でも教えているところはいくつかあ ります。

また大学では,そ のほとんどに情報処理に関する

学科が設置されてお ります。皆 さんのお国では,

いかがですか。

ケイ マレーシアでは コンピュータ ・サイエンス

は,大 学以前の レベルでは,ま だ行われてお りま

せん。大学 レベルではいくつかのコースがあ り,

若い人はとても熱心に勉強 しています。 とい うの

は,マ レーシアでは コンピュータ関係の労働力,

人材の需要が非常に高いか らです。わが国におい

て,こ の分野はまだまだ伸びる分野です。

何 平 氏

何 わが国では,大 学以前のレベルでの教育はま

9

発展途上国の コンピュータ事情

だ あ りませ ん 。 大 学 で の 教 育 は あ ります が,全 体

的 に コ ン ピ ュー タ そ の も の の数 が 多 くな く,コ ン

ピ ュー タを 実際 に使 って教 育 を行 な うには コス ト̀

がかかるため,難 しいとい うことが現状です。

ペレラ わが国では,高 校 ・大学いずれの レベル

でもコンピュータ教育は行なわれてお りません○

ただ政府機関のいくつかではコンピュータの基礎

的な知識の指導を行っていますが,こ れらの施設

でも大きなシステムはもっていません。そのため

現在,わ が国には,コ ンピュータに関 してエキス

パー トと呼ばれる人がほとんどいません。コンピ

ュータを専攻 している者がいても,十 分な教育が

できません。各企業ともに コンピュータの専門家

を求めていますが,そ の要求はほとんど満たされ

ていないのが実情です。例外的にシステム・アナ

リス トとかシステム ・エンジニアといわれる位の

人がもしいても,1つ の企業にわずか1ヵ 月半か

ら2ヵ 月位勤めては他の企業にスカウ トされて移

動 し,そ のたびに給料が上がっています。仕事の

レベルが上がるにつれて,ま すます専門的教育が

要求されることは確かですが,そ の機会が少ない

のが実情です。

植松 シンガポールでは,シ ンガポール大学をは

じめとして,情 報処理関連の学科があるときいて

お りますが。

テオ 私 自身わが国の大学の情報処理教育P実 情

はよくわか りませんが,大 学,専 門学校,商 業学

校などで,フ ルタイムあるいはパー トタイムで弓

ンピュ一夕教育を行 っています。私は2年 ほど前

に,ジ ャパン ・コンピュータ ・プログラム'セ ン
も

ターに行きました。ここでは日本の協力の下rこ,

充実した教育設備があり日本から専門家が派遣さ

れています。ここのコースは,現 在も非常に人気
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が あ ります。

今回の研修について

植松 あ りが とうございました。それでは,こ こ

で皆さんが今回,受 け られた研修コースについて

お伺いしたいと思います。今回のコースは,情 報

処理の初心者を対象に設定 したわけですが,皆 さ

んが どうい う事情からこの コースに参加なさった

のか,あ るいは,コ ースに参加されて苦労された

点,楽 しかった点など,と くにコースの全体的な

印象についてお話 しいただきたいと思います。

サンパス3ヵ 月とい う期間は短かいと感 じまし

た。今回のコースでは コンピュータ ・サイエンス

や,COBOLの 基礎的な部分を学んだわけです

がこれからさらに,高 度なコンピュータ ・サイエ

ンスやア ドバンス ト・コボルの講習を受けたいと

思っています。そのような機会を是非与えていた

だきたい と思ってお ります。今回の研修 コースで

私 どもに参加の機会を与えていただいたことを心

から感謝 してお ります。とくにこの分野における

著名な先生,た とえば,東 大,京大の先生方にも教

えていただきましたことを光栄に思っています。

ケイ 日本に来る前の私のEDPに 関する知識は

ごく浅いもので した。この コースのカ リキュラム

が非常に細かい点 まで配慮 してつくられているこ

とを感謝いた します。ただ,時 間的にかな りかけ

足で内容をカバーしなければならなかったのです

が,情 報量 も豊富で有意義だったと思います。私

自身 の 仕 事 に 適 用 で き る もの もか な りあ る と考 え

て お ります 。

テ オ 私 の 国 の ト レーニ ン グ ・セ ンタ ー は実 際 に

ト レー ニ ン グの た め の セ ンタ ー です の で,研 修用

の 小型 コ ン ピ ュ ータ とオ フ ィス コ ン ピュ ー タ も あ

ります 。 私 は これ らを通 じて の経 験 しか あ りませ

ん で した し,研 修 の 内容 も限 られ た も ので した 。

今 回 の研 修 は非 常 に組 織 だ った 満 足 のい くもの で

した。 た だ,時 間 的 な制 約 が あ った た め,十 分 な

実 習 が で き なか った こ とが 残 念 で した 。 今 回 この

よ うな機 会 を 与 え て下 さい ま して,感 謝 して お り

ます 。

ロ ドニ ィ ・マ ノラ ンジ ャン ・ペ レラ氏

ペレラ 私が今回この コースで学ぶ ことができま

したのは,私 を受入れてくれている日本の企業の

おかげで,講義の内容も充実 していたと思います。

時間的制約はあ りましたが,本 国に帰って,企 業

経営そ して科学的側面から,コ ンピュータに関心

を抱いていきたいと思ってお りますので,こ の成

果を幅広 く利用 していきたいと考えてお ります。

何 少し遅れて参加 しましたので,最 初のうちは

とまどいましたが,講 師の方が親切にかつ忍耐強

く指導 して下さいましたので,助 か りました。非
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常に満足 してお ります。

サンパス すべての講師の先生方に感謝 してお り

ます。特にIITに お願いしたいのですが再びこ

のようなコンピュータ ・サイエンスやCOBOL

に関する研修の企画があ りま したならば,ぜ ひも

う一度私に機会を与えて下 さいますよう,お 願い

申 します。もっとコンピェータ ・サイエンスにつ

いて学んでいきたいと思 ってお りますので…。

テオ 講師の先生方はじめ,ア シスタン トの方に

も深くお礼申し上げます。初めての国でいろいろ

な問題があ りましたが,助 けていただきました。

ケイ 講師の方 々は母国語でない言葉を使って教

えて下 さり本当にありが とうございました。先生

方の英語が実にお上手なので感心いたしました。

かな り細かいスケジュールでしたが,カ リキュ

ラムが事前に入手できれば レベルの見当もつくと

い う点で,参 考になると思います。私どもの知識

がついていけない場合もあ りましょうし,逆 の場

合もあるかもしれません。そうい う意味で,細 か

いカリキュラムを事前にいただければ,有 益だと

思います。また,テ キス トも事前にいただければ,

予習ができます。さらにこのコースを充実 したも

のにするために,工 場見学を土曜にしていただけ

れば,実 りの多いものになると思います。

ペレラ4～5日 間でも,オ リエンテーションと

して 日常生活に役だつ 日本語と,東 京の地下鉄網

や重要な場所などを教えていただければと思いま

す。

植松 他にはございませんか。

ケィ もし可能ならば,講 師の数が少ない方が よ

いと思います。つまり,個 々のテーマの中で先生

が変わ ります と,引継ぎの際に,ギ ャップが生 じる

おそれ もあ りますので,で きるだけ1人 の先生が

幅 広 く教 え て下 さ る方 が,円 滑 に行 く と思 い ます 。

ペ レ ラ 非 常 に 多 くの言 語 を コース の 中 で 教 え て

い ただ きま した。 そ の 中 で2日 間 ビジ ネス ・ij"一'

ム に時 間 を 費や しま したが,こ の分,言 語 の講 義

に 振 り向け る こ とが で きれ ば,よ り有 益 で は な い

か と思 い ま した 。

植 松 基 礎 言 語 を も っ と学 ば れ た い とい うこ とで

す か 。

植 松

+☆ペヘ ビ〔

源 氏

ペレラ はい,よ りベーシックについて学ぶこと

ができればと思います。他の研修生もビジネス・ゲ

ームはあまり有益でなかったといってお ります。

サンバス 工場見学は有益だったと思いますが,

なにかの事情から,実 施できない場合に,予 備の

プログラムを設定しておいていただければ,よ か

ったと思います。 、

ペレラ 最初の日に歓迎パーティーがあ りました

が,そ の席で講師の方,全 員にお会いできればよ

かったと思います。

テオ このコースで,PASCAL,COBOLを

学び ましたが,も う少 し早いうちからCOBOL

を学ぶことができれぽ,理 解を深めることができ

たと思います。

s
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植松 あ りが とうございます。皆 さんのご意見は

今後来年,再 来年のコースの実施に当って参考に

させていただきたいと思います。

帰 国後 の 抱 負

植松 皆さんが今後,帰 国なさって,直 接 このコ

ースがお役に立つかどうかはわか りませんが,今

後のご予定あるいは帰国後 どのようなお仕事につ

かれ ますか。またその際の抱負といったこともお

聞かせ下さい。

ペレラ 近いうちにスリランカに帰る予定はあり

ません。なぜなら,ス リランカでは十分な教育を

受けることができないからです。アメリカか日本

で勉強 しようと思っていたのですが,今 回,日 本

で研修を受けてみて,日 本の方がいいような気が

してまいりました。ですから,日 本にしばらく滞

在 してから,帰 国したいと思っております。今回

の研修でかな り広範にわたって学ぶことができま

したので,一 応の目的は達せ られたのではないか

と思っています。あ りがとうございました。

ケイ 本国では,会計監査をやってお りますので,

コンピュータで作成した レポー トなどを多くみま

す。今回の研修でこれらの レポートがどのように

作成されるのかよくわか りました。知識 も増えま

したし,よ りプロフェッショナルな意識が自分自

身の中に高まったと思います。

サンパス 今回IITで 学んだことを基に,更 に

私の勤めております銀行で訓練を受けますと,一

層理解が深まると思います。今後もさらに進んだ

研究を続けていきたいと思います。基礎知識を得

ることができまして,満 足 してお ります。

許 私のところでは,さ きほど申し上げた通 りい

くつかのコンピュータがあ りますが,い ずれ もマ

イクロ・コンピュータしか使えませんでした。こ

こで学んだことを活用し,マ イクロ ・コンピュー

タをより完全に使用できるだろ うと思います。 さ

らに他の コンピュータにも応用できると思ってお

ります。私のセンターでは,学 んでいる学生の記

録,図 書館,倉 庫,財 務関係の記録を コンピュー

タで処理することを計画 していますので,そ の方

面に研修の成果を応用 していきたい と思います。

植松 中国の方は今後2年 半 日本に滞在し,研 修

を受けられるわけですね。何さんはこれからどう

い う勉強をされて,帰 国されてからどうい うこと

をなさりたいと思いますか。

何 ここでの1.5ヵ 月間はCOBOLに ついて学

びました。残 りの滞在期間は,日 本の企業で実地

訓練を受けます。そこではFORTRANを 学び

ます。中国の工業,科 学分野での応用が幅広いか

らです。残 りの滞在期間にできる限 りのことを学

び,中 国で活用したいと思います。許さんはII

Tの 夜間コースにできれば参加 したいと望んでお

ります。

植松IITで は夜間コースを年に3コ ース実施

してお ります。よろしかったらどうぞ。ただし,

講義はすべて日本語ですが…。

本日は,お 忙 しいなかをたいへん貴重なご意見

をお聞かせいただき}あ りがとうございました6

皆さんも,こ れからの日本での生活をエンジョ

イなさって,ま た帰国されてからも,そ れぞれの

お仕事でご活躍されます よう,お 祈 りします。



31

イ、 イ ド・レ ト

オ フコ ン ・セール スマ ンの能力 開発

BSC(ビ ジ ネ ス ・シ ス テム ・コ ンサ ル タ ン ト)教 育 の概 要

村 本 圭 一

1.BSC研 修 コ ー ス開 発 の 由来

BSCと い う言 葉 はBussinessSystemConsu1・

tantの 略 語 で あ る 。

主 と して,オ フ ィス コ ン ピ ュ ー タ(以 下 「オ フ

コ ン」 と略 称)の メ ー カ ー,デ ィ ー ラ ーに 属 す る

セ ール ス マ ン,SEが 仕 事 の上 で 果 す べ き役 割 及

び 彼 等 の将 来 的 な 職 業 像 の方 向 性 を も含 め て 規 定

した言 葉 で あ る。

周 知 の よ うに オ フ コ ンは こ こ数 年 平 均40～60%

の 増 加 率 で 普 及 して い る 。 日常 的 な事 務 処理 に耐

え うる ビジネ ス 用 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュ ー タの 出 現

とあ わ せ 考 え る と き,い よい よ本 格 的 な コ ン ピ ュ

ー タ大 衆 化 時 代 の幕 が 切 って 落 され た とい うこ と

が 出来 る。

この 広大 な裾 野 を も った,利 用 分 野 の中 で 大 き

な 割合 を 占め る の が中 小 企 業 に お け る ホス ト 甑コ

ン ピ ュ ー タ と して の利 用 で あ り,七 一 ル ズ ∨ ンや

SEは この層を販売対象としている。

中小企業層の大部分は経営者を始めコンピュー

タに対 して,全 くの素人である。また,自社で事務

機械化のためのプログラムを開発する専門的,技

術的な知識をもっていないし,そ の人的,時 間的

な余裕」もない。

事実,自 社のアプリケーション ・プログラム一

式の開発をすべて,販 売側に委託 し,シ ステムを

一体 として購入 している側が圧倒的に多い。

この点では,自 社内にコンピュータ室をもった

旧来の汎用 コンピュータの利用層の購買パターン

とは本質的に異ったものがある。.

また,こ うした市場状況は,旧 来の汎用コンピュ

ータのセールスマン及びメーカーまたはユーザー

内の情報処理技術者の置かれた状況とビジネス上

の対応の仕方において全 く異なるものである。

であるとするならば,新 しい市場状況の中で多

様な業種,業 態とニーズをもった中小企業層と文

字通 り 「システム±そのものを商品として提案 ・

販売 ・製作 ・納入することによって,顧 客の直面

する経営上の課題解決に貢献 し,同 時に,自 らも

カ
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高い付加価値を産出することが出来るオフコン ・

ビジネスにおける新 しいタイプの職種が開発され

る必要性がある。

この職種名,広 くは職業名 としての 「BSC」

は現在のセールスマンや情報処理技術者の必要 と

される能力とは一部では共通性を もちながらもか

な り異 ったものとなるはずである。

BSC研 修は上述 したような問題意識と状況判

断のもとに,旧 来のEDP教 育の良い面を積極的

に生か しながら時代対応,ビ ジネス対応の意図を

強 くこめて開発されたものである。

2.BSC研 修 の概 要

(1}BSC研 修の狙い

BSC研 修は職業または職種としてのBSCを

図1に 示すような位相でとらえてお り,こ れに対

して必要な 「意証」,「 態度」,「 知識」,「技術」

を体系的かつ行動的に習得させることを研修内容

図1BSCの 位相

経営

コンサ ルタ ン ト

EDP

処理システム

技術者

(旧sm

事務
代行業者

他の情報

機器販売

セールスマン

経営の

管理者

実務抵当者

の主眼 としている。フィール ドで,顧 客と売 り込

み側のセールスマンやSEと の間にある矛盾は,

「相互の会話が感覚的に通 じないことから来る ト

ラブル」と表現することも出来る。

顧客にとっては彼等の生活感覚の延長線上で,

オフコンの機能や本質,及 びオフコンを利用 した

経営の日常実務の詳細な形態がイメージ的に実感

をもって把握出来ない。

また,販売側のセールスマンにとっては,コ ンピ

ュータ知識はもっているにしても,経 営上の実務

経験及びオフコン活用のマネジメント経験は皆無

である。

コミュニケーションの前提 となる何 らかの形で

の暗黙の経験の共有がない一 言葉が通 じ難い と

い うことが,フ ィール ドにおけるオフコンビジネ

ス上の1つ の大きな壁である。

従 って,BSC研 修はこの 「壁」をのりこえる

ための効率的な 「提案行動能力」の修得を主要な

目標 としている。

具体的には次の4つ の点が中心になる。

① オフコンの大衆化時代の本質を感覚的な次元

にまで体系的に把握すること。

② オフコンに対 しては 「素人」であってよい中

小企業経営層が直面 している,企 業経営上の悩

みと解決すべき事務上,管 理上の問題点を的確

に把握すること。

③ 上記を前提 として,オ フコンベースの事務シ

ステムとほどほどの管理システムを体系的提案

行動として提示すること。

④ 提示 したシステムを責任をもってSEに 引き

つぎ,営 業段階で提案し契約 したシステム機能

と確実に顧客の経営実務の中に 「植え込み」稼動

させること。

② 教育システムの基本フレーム

BSC教 育システムは図2に 示すようなフレー

ム概念によって構成されている。

以下にその要点をのべよう。



①VECTOR・=教 育 理 念 の 方 向 性 。 図1に 示

した位 相 に あ るBSCの 職 業 的 位 置 づ け と これ

を 支 え る基 本 能 力 の提 示

②SYSTEM=三 つ の教 育 モ ジ ュー ル 。

「WHAT」,「WHOM」,「HOW」 の個

別 化 と統 合

1「WHOM」,モ ジ ュ ール=「 誰 に 」 販 売 す

る のか 。

こ こで は,「 顧 客状 況 の理 解 」 とい う こ とが主

テ ーマ に な る。

M。:フ ィール ド状 況 の 体験 的 理 解

図2教 育 システムの基本 フレーム

1BSC上 編 ・一・

/・(子 ・1.口 ＼
"
BSC中 級統 合コース

/・ コ ・。+跳 ＼
BSC初 ・齢 ・一・1

1ノ 酩 歳 歳 ＼

/孟 ≠ 法 孟 ＼
〔WHOM〕 〔HOW〕 〔WHAT〕

モジュール モジュール モジュール

玉

璽

華

…⊥

憲i§㌫}・ 三位一・… 合

M、:客 先の事務 と管理の実態の正確な理解の

ための基礎知識

M2:客 先の事務と管理上の課題の理解と明確

化のための知識

M8:客 先課題への自律的対応のための知識

というキーワー ドで基本事務一般,販 売業,

製造業,経 営管理 という形で階層的にモジュー

ルを構成する。

皿rWHAT」 モジ=・一ル=「 何を」販売する

のか。

システムの構成素材としてのハードウエア,

ベーシックソフ トウエア,ア プリケーションプ

15

イ ン サ イ ド ・レ ポ ー ト口 口 ロ

ログラム,業 種別パ ッケージといったテーマが

対象になる。

これは主として受講対象企業の内部教育のテ

ーマである。

しか し,一 方で

91:要 するにオフコンとは何か

92:要 するに帳簿とファイルとは何処がちが

うのか

Q,:要 するに企業にとっての導入メリットは

何か

といった実務的な問いかけによって,技 術的

な知識を応用面で再編成させる。

さらに

W。:自 社理解

W1:商 品基本知識の習得

W2:商 品訴求点,自 社政策戦略の理解

W、:自 社政策,戦 略企画,商 品訴求点の体認

と普及

といった形で階層的に高めて行 くモジュール

構成をもっている。

皿 「HOW」 モジュール=「 いかに」販売する

のか。

「HOW」 というのは 「WHOM」(顧 客)と

「WHAT」(商 品)と を結びつける狭義には

「販売」行動,広 義}こはビジネス行動をさして

いる。販売行動には商品一般に共通する側面と

「オフコン」の特性を踏まえた 「HOW」 とが

あ り,こ こではとくに,経 営の事務と管理改善

のコンサルティングが商談の場面において,重

要 となる。この 「HOW」 モジュ・一ルは

H。:企 業人としての基本態度,行 動の学習

H、:対 客先基本態度及び行動の錬磨

H2:客 先課題に対 しての自律的行動能力の錬

磨

Hs:客 先経営課題全般に対するコンサルティ

ングカの錬磨

とい うキーワードによって,行 動学習をベー
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スにして階層的に構成 されている。

IV三 つのモジュールの深化 と統合

上述した 「WHOM」,「WHAT」,「HO

W」 の個別モジュールは単独でそれぞれカリキ

ュラム化可能であるが,こ れを統合化すること

も大切である。BSC研 修では図2に 示すよう

に,3年,5年,7年 次で初,中,上 級の3段

階の統合 コースをもうけている。

③RESPONSE==行 動定着化

一般に教育研修は研修中は,一 定の成果を得

たつもりになっても,現 場にもどるといつの間

にかもとの行動パターンにもどってしまうケー

スが多い。従 ってBSC研 修では,次 の3つ の

側面で受講者 との生 きた応答の表現を重視 して

いる。

1実 践への確実な行動定着のための,ビ フォ

ー,ア フタフォローの実施

皿 全員参画型の研修運用

皿 研修成果の測定と評価

以上,基 本フレームを構成する

①VECTOR

②SYSTEM

③RESPONSE

とい う三要素にもとづ きBSC研 修の概要を紹

介 した次第である。

3.BSCコ ーース の 実 際

そ れ で は,BSC初 級(セ ール ス)を 例 に と っ

て コース の 実際 を紹 介 して み よ う。本 コー スは 図

2教 育 シス テ ムの基 本 フ レー ムの 第1段 階 の統 合

コ ース で あ り,フ ィー ル ド経 験3年 次程 度 の セ ー

ル ス マ ンを対 象 と して い る。

昭和55年 度 か ら3年 間 で約300人 を対 象に 実 施

した 。.,

本 コー ス の 内容 は 以 下 の通 りで あ る。

(11参 加 対 象

原 則 と して入 社 後3年 後 の第 一 線 セt-一ル ス マ

ン

② 研修効果の狙い

各参加個人を対象にオフコン・セールスの役

割意識の明確化とコンサルティング ・スキルの

行動定着を狙いとし,受 講を通じて 「月1台 セ

ールス」への自己啓発目標をつかませる。

{3}研 修内容

3年 のフィール ド経験の反省をふまえてBS

Cに ふさわしい,意 識,態 度,知 識,技 術,行

動の5大 ビジネス能力要素の本格的な統合をは

かるため3つ の柱を設定する。

1オ フコン大衆化状況下におけるBSC職 業

図3研 修 フ ロ ー チ ャ ー ト

事 前 研 修 n書 テキ スト
送 付

自習及び

課題学習

知識教育

知浪教育

第2回ヒアリング格間
・実施

作成方法説明

アフ ター ・7● ロー

レポー ト提 出

所属会社への報



ビジョンの提示 と確立,こ れはとくに,ベ テ

ラン・セールス,SEの 生涯設計の方向性 と

い う面で重要である。

皿 販売業を中心 とした中小企業におけ る実務

密着型の事務処理システムの分析の基礎知識

の体系化と習得,こ れは。第1に 中小企業に

おける現実的なオフコン利用の基本思想の理

解,第2に 客先課題の理解と問題提起型商談

のために必要不可欠な基礎知識の体系的整理

とい う面で重要である。

皿 上記を踏まえた形で,現 在フィール ドで典

型的に存在する多品種少量型商品販売,因 習

的な事務管理実態の小企業をモデルケースと

して設定 し,ケ ース ・メソッド方式によって

提案行動のプロセスを体得 させる。これは極

めて,貧 弱な提案行動,提 案書内容の現状に

対する自己反省 と,提 案行動の1つ のモデル

を修得 させ る上で有効である。

{4)研 修カリキュラムと運用

図3に 事前研修→合宿研修→アフタフォロー

の運用 プロセスを示 しておく。

㈲ 担当講師

●コミュニケーションとセールス行動及び研修

全般の運営担当

井上哲夫(エ デュコ・教育研究所所長)

●事務システム分析の基礎知識

(知識教育Lfi)担 当

菊地喫夫(日 本経営解析研究所代表)

●BSC職 業ビジョン及びケース ・スタディ担

当

村本圭一(㈱ システムズ ・マーケティング研

究所代表)

{6}研 修の実施を通 じての教訓

研修を通 じての教訓を思いつ くままに列記

すると下記のようになる。

① 企業の事務の実務的な基本知識及び理解力

が非常に弱い。

η

イ ンサ イ ド ・レポ ー トロ 口 口

「簿記 ・会計は苦手」とい う言葉で受講生

は表現するが,問 題は,購 買,生 産,販 売,

在庫 といった日常の営業事務の基本と機能に

関する実践知識である。基本知識 とい う点で

は,商 業高校の教科書程度の知識で充分であ

り,こ れを,実 践知識に高める教育方法が大

切である。

② 顧客の実務上の感覚と言葉 とでオフコンを

ベースにした事務機械化の手順,及 び機械化

事務の具体的な形を表現,説 得する力がとぼ

しい。事務規程や業務マニュアルを完備 して

いる顧客は皆無といってよい程であ り,「 慣

習法」ともい うべき,日 常の営業事務の実態

を顧客に意識化させ,オ フコン導入機械化事

務の詳細をイメージとして顧客に 「焼ぎつけ

る」説得のポイン トとツールの開発が必要で

ある。

③ 研修中,経 営者に対する商用の挨拶文,提

案書をかかせる中で,公 文書の書式の書き方

の誤 り,誤 字が極めて多い。オフコンが,一

般の社会的製品として流通し始めた今 日,こ

うした面での社会常識の訓練は,細 かい専門

知識教育同様に重 要 な ことであろう。

④ 上記にあげた否定面にも拘 らず,4泊5目

の研修 コースを通 じてのBSC基 本について

の受講生の理解力は極めて高いものがある。

受講生を5つ 位のグループに分けそれぞれユ

ニークな名前を販売会社に仕立て,提 案書を

かかせ売 り込み競争をやらせるが,出 来上っ

た提案書はかな りの説得力をもった内容にな

ってお り,優 劣をつけ難い場合も多い。

この点では,旧 来の狭義の情報処理技術者

とい うカテゴリーを止揚 した新 しい若々しく

て,バ イタ リティあるBSC=経 営の仕組仕

掛人=シ ステムの行商人が充分に育ちうる基

盤が出来つつあることを確信をもってい うこ

とが出来 よう。
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失敗の意識が問題の本質を考えさせる

IIT特 別 講 義

「テ クニ カ ル・リー ダ ー シ ップ集 中 セ ミナ ー」

受講 レポ ー ト

伊 藤 哲 史

IIT(当 協会情報処理研修センタ・一・)では昨

年9月,ア メリカの著名なソフ トウェアコンサル

タン ト,ジ ェラル ド・ワインパーグ博士を講師と

して特別講義 「人間的要因を重視 した技術指導者

向け能力開発ワークシ ョップ」を4日 間にわたる

集中セミナー方式で開催 した。

このセミナーでは 「品質の高いソフトウェアの

開発や,プ ロジェクトの成功のためには,ソ フト

ウェアが人間の知的生産の結果であることを重視

すべ きである」とい うワイソバーグ博士の持論を

展開する形で行われた。以下にその要点を紹介す

る。

柔 軟 な思 考 と

コ ミュニ ケー シ ョン能 力の 開 発

本 セ ミナ ーの 目的 と しては,「 ソフ トウ ェ ア ・

プ ロジ ェ ク トの技 術 リー ダ ーに と っ て必 須 の,よ

り柔 軟 な 思 考 と円 滑 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 を

開 発 す る こ と」 を あ げ て い る。

ここでいう柔軟な思考とは,既 成概念からの脱

却 と,新 しい発想に基づ く各種の側面からの思考

の方法を意味する。

セミナーの受講者は当然のことながら,成 果を

期待 して受講 しているわけであるが,受 講者の持

っている背景によって講義の受けとめ方が全 く異

ってくるとい うことも事実である。

本セミナーの受講対象者は,技 術 リーダーであ

ることから,実 務経験を10年 ないし,そ れ以上積

んでいるとい うことである。このことは,彼 らが

それぞれの企業内において,既 成の考え方を教え

込まれ,ま た彼ら自身としても,問 題に直面 した

場合の解決方法および取組み方についても一定の

考え方を持っていると考えられる。

このように既成の考え方が形成されている人達

に対 して有効な指導あるいは講義 とはいったいど

うすれば よいのであろ うか。この問題は,企 業内

で,既 成の考え方を持っている自分自身,上 司,

メンバーに対する説得の方法論にも相通つるもの

がある。

例えどんなに良い講義あるいは説明であろうと



も,受 ける当人がそれを受入れるだけの素地がな

いことには,馬 の耳に念仏ということにな りかね

ない。

もし受講者が同一の問題について,そ の解決方

法を模索 しているような特殊な条件下でその問題

についての解決方法に関するセミナーならば,そ

のセ ミナーの有効性ははかり知れない ものがあろ

う。しかしなが ら実情 としては,受 講者は同種の

問題について,過去において直面 したことがある。

あるいは将来直面するであろ うと本人が考えてい

る状況が普通のことである。このことは,受 講者

にとっては,現 在同一の問題の解決方法を模索 し

ているわけではなく,講 義内容の受け止め方も,

単に知識を得たとい う状況になる危険性がある。

私自身,過 去に多 くのセミナーあるいは講習会

を受講 したが,特 殊な例外を除けば,そ のような

状態にとどまっていた。

本セ ミナーを特徴づけるのは,ワ インバーグ博

士が,受 講者に対 して講義あるいは討論 した内容

とい うよりはむしろ,セ ミナーの進め方にあった

といってもよいだろう。

本セミナーは,シ ミュレーション及びその結果

の評価 ・討論 という形で進められた。

シ ミュレーションとい うと堅苦 しいが実体は,

ゲームをする,あ るいはパズルを解いてポイン ト

を取 り合うというものである。当然のことなが ら,

このシミュレーションは遊びと同じようなもので

あるから楽しく出来るわけである。ここに1つ の

落 し穴があ り,常 識で解いたのでは,一 定のポイ

ン トしかもらえない。このために,斬 新なアイデ

アによってゲームあるいはパズルを行い高ポイン

トを取ることは,そ うそ う出来るものではない。
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このために,シ ミュレーシコン後に,講 師より,

そのアイデアが示されると,受 講者には問題を解

決出来なかった とい う失敗者としての感覚が植え

つけられることになる。

この失敗者 としての意識が,シ ミュレーション

の想定 している問題,例 えばプログラミングプロ

ジェクトの構成 というような問題を,そ して,そ

の中で直面すると考えられる問題を,あ たかも受

講者自身が現実に直面 して解決しなければならな

い問題であるかの如 く考えさせる。

このことが,講 義内容を知識としてではなく,

身に しみて受取 り,今 後その知識を利用 していか

なければならないと受講者に考えさせるとい う結

果 となった。

GeUldWeinberg博 士 略 歴

1955年Nebraska大 学 卒 業,1965年Michigan

大 学 よ り学 位,マ ーキ ュ リー計 画 プ ロ グ ラ ミング

・マネ ー ジ ャ ■・一・,IBM研 究 員,=・ 一 ヨー ク州

立 大 学 教 授 な どを 経 て,1972年 ソ フ トウ ェア技 術

者 教 育 のた めEthnoteck,Inc・ を創 立,現 在 は ソ

フ トウ ェ ア コ ンサ ル タ ン トと して 国際 的 な 活動 を

してい る。.

セ ミナ ーの 内容
、

セ ミナーの内容は次のテーマにわけて,そ れぞ

れシ ミュレーションを行いながら問題の本質と解

決法を体得するものであった。

① 技術 リーダシップを取得,維 持する問題
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(XYシ ミュ レー シ ョ ン)

② プ ロ グ ラ ミン グプ ロジ ェ ク トの構 成

(PPシ ミュ レー シ ョ ン)

③ 技 術作 業 の配 分 と性 能 評 価

(POシ ミュ レー シ ョ ン)

④ 設 計 とメ ンテ ナ ンス

(TDシ ミュ レー シ ョ ン)

⑥ 設 計 とそ の構 造

(SSシ ミュ レー シ ョン)

(1)XYシ ミ ュレー シ ョン

各 ラ ウ ン ドご とに,1枚 の紙 片が 渡 され,こ の

紙 の① ～ ⑥ に それ ぞ れ 英 文 字1字 を 記 入 して,得

点 を 競 うゲ ー ムで あ る。

こ の ゲ ー ム の 後,次 の 講 評 が な さ れ た 。

Project/managementは 下 図 に 示 す よ うに,

OrganiZatiOn,mOtiVatiOnお よ びinnOVatiOnの

3側 面 を 持 っ て い る 。 こ れ ら の 側 面 が,統 合 され

て よ いmanagementは 達 成 さ れ る 。

lnno)a匂on

特 にinnovationを 行 うと き(飛 躍 的 な レベ ル

ア ッ プが あ る場 合)に は,一 時 的 に,そ れ まで の

performanceよ り落 ち込 む こ とに な る。 この た め

に十 分 なmotivationを 持 って い な い と,レ ベ ル

ア ップ の た め のひ きが ね に な り得 な い 。

(2)PPシ ミ ュレー シ ョン

プ ログ ラ ム開 発 を 受 託 した とい う想定 の 下 に,

講 師 が 客 に な り受 講 者 が プ ロ ジ ェ ク トメ ンバ ー に

な っ て の客 先 との 折衝 を 行 い プ ロ グ ラ ムを開 発 す

る ゲ ー ムで あ る。

この 後,次 の よ うな 講評 が な され た。

ProgrammingProjectに お い ては,resource,

designお よびtime(期 間)が 重 要 なfactorで

あ り,こ の い ず れ を 欠 い て もprojectは 失敗 に終

る。

特 にtimeは,他 の 要素 に よっ て お き換 え る こ

とが で きな い の で 注意 を要 す る 。

Programmingprojectのmanagerが な す べ き

こ とは,全 体 を 見 わ た して,① に お い て 述 べ た

Organization,Motivationお よびInnovationの

それ ぞれ に お い て,自 分 のprojectに お い て欠 け

て い る部 分 を補 うこ とに あ る。夢 々programming

等 に よ って 自分 を い そ が し く しては な ら な い 。

managerが い そ が しくな って い る とい うこ とは,

projectは 失敗 しつ つ あ る とい う状 態 に な っ て い

る とい うこ とで あ る。

(3)POシ ミ ュレー シ ョン

パ ズ ル を解 くこ とを1日 の作 業 に み た て,グ ル

ー プ ご とに 十 数 間 のパ ズ ル を解 き
,ポ イ ン トを競

うゲ ー ムで あ る。

限 られ たresourceの 下 でmanagementを 行

う場 合 に は,ど こにtargetを しぼ るか とい う問
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題 が あ る。

す な わ ち,全 体 的 にバ ラ ンス を とる こ とが必 要

な の か,特 に 特 定 の部 門 のみ を 集 中 して行 い,他 に

先 行 して 良 さを 見 つ け 出 す か とい うこ とで あ る。

(4)TDシ ミ ュレー シ ョン

レ ゴ とい うお も ち ゃを 使 用 して創 造 的 な物 を 作

り,そ の作 られ た物 を再 現 す る た め の ドキ ュ メン

トを作 る 。 この後,他 人 が ドキ ュ メ ン トに 従 って

一 創 作 物 を 再 現 す る シ ミュ レー シ ョンで あ る。

DocumentationStandard,SystemDesign,

Documentationお よ びMaintenanceの 間 に は 下

図 の 関 係 が あ る 。

こ の 図 に お い てmaintenance以 外 の も の の 欠

点 の し わ よせ は す べ てmaintenanceに 向 ,h・う こ

と に な る 。

Computerの 世 界 に お い て はDocumentation

Standardお よ びDocumentationの 技 術 が お く

れ て い る 。

(5)SSシ ミュ レー シ ョン

紙 カ ー ドを 使 用 して,あ た え られ た 基 準 を 満 た

す,構 造 物 を 作 る シ ミュ レー シ ョンで あ る。

講 評 と しては,構 造 物 とい う言 葉 か ら くる従 来

の既 成 概 念 に と らわ れ な い思 考 が 必 要 で あ る。 こ

れ を打 破 す る こ とに よ り,よ り高 い レベ ル の 目標

を達 成 で き る,と い う もの で あ っ た 。

本セミナーにおいては,東 京工大の木村泉教授

が コーデ ィネータをつとめられた。教授は,過 去

に米国で同じセミナーを受講された経験にもとつ

いて,通 訳,コ ーディネーション等,1人2役 あ

るいは3役 もつ とめられた。

教授の精力的なコーディネータとしての活動が

本セ ミナーを成功させるために不可欠であったこ

とを付け加えて謝意を表 したい。

(当協会開発第2課 主任部員)

Writing

[㌔)cumen切tion

Scanddrd

－?

System

Design

●

、

Documentavion Maintenance

(↓主)一 朝は,矢印のもとの方n"良 けれしズ先の方の作業力"簡単にOる ことき憲0未与る。
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上級情報処理技術者の

職種内容等の調査

筑波大学教授 西 村 敏 男

はじめに

本稿は昭和56年度に,情 報処理研修センターで

行った調査報告書一 上級情報処理技術者の職種

内容等調査報告書(昭 和57年3月)の 要約である。

同様の調査は昭和48～49年 にも行っている。

本調査では,情 報処理業務に携わる者の職務内

容,呼 称をなるべく正確に把えるために,調 査対

象を,全 社的規模にせず,各 事業所とした。また,

情報処理関連産業の社会的比重の増大を考えて,

情報処理関連産業を特に抜き出して調査 した。以

下では しばしば業種を,情 報処理関連産業とそれ

以外の一般組織体とい う言葉を用いて区別する。

調査対象は,ユ ーザ年報に記載 されている一般

組織体(学 校,病 院を除 く)から1,291を えらび,

291の 回答を,情 報処理関連産業から200を えらび

44の 回答を得た。コンピュータの適用業務は,事

務計算に80%,残 りを経営計算,科 学技術計算に

使っている。システムの導入状況は,バ ッチはす

べて導入済,オ ンラインは準備中を含めて70%と

普及度は高い。TSSは 全体としては20%を 越え

る程度であったが,情 報処理関連産業では37%と

高い。

情報処理業務に携 る者は,シ ステム・エンジニ

アとかプログラマ等の種 々の呼び名で呼ばれてい

るが,同 じ呼称でまった く異なった職務内容が課

されていることも多い。それで,調 査の段階では

通常用いられている上記のような呼称は用いなか

った。業務を質的に分析 し,職 務内容を大分類 し

15の項 目に分けた。また,そ れに対応する職種グ

ループを5つ に分類 した。分類はつぎの通 りであ

る。

職種内容

総合計画 ・管理的業務

標準化推進 ・教育訓練計画と実施

プロジェク トの計画と管理

諮…{;三ii竃欝 欝

プログラム
開発と保守

・プ ロ グラ ム設 計 と仕 様 書 の作 成

・プ ロ グラ ム ・コーデ ィン グ と単

体 テス ト

・統 合 化 テス トとシ ス テ ム ・テ ス

ト

・プ ロ グ ラ ムの修 正 ・保 守

シス テ ム検 査 と評 価 ・改 善

シス テ ム ・プ ログ ラ ミ ング

オペ レー シ

ョ ン業 務

・プ ロダ ク シ ョン のス ケ ジ
ュ ー リ

ン グ とそ の コ ン トロ ール

・ジ ョブの 準 備 と後 仕 来
,お よび

ラ イ ブ ラ リ管 理 業 務

・コ ン ピ ュー タ ・オペ レー シ ョ ン

職種グループ

主として管理的仕事に従事する職種

(管理的職種と略称)



システム分析 と設計の仕事に従事す る職種

(システム設計職種 と略種)

プログラム開発に従事する職種

(プログラマ職種と略称)

オペ レーションの仕事に従事する職種

(オペ レータ職種と略称)

専門的技術のサポートに従事する職種

(技術サポート職種と略称)

職務内容と職種グループによるマトリックスを

作 り,職 種の社内での呼称と,そ の人の担当する

職務内容をマトリックス上にマークしてもらい,

職種と職務内容の関連,職 種の分化の状態を調べ

た。さらに,こ うしてあげられた各職種に要求さ

れる知識 ・資質を問 うた。また,年 齢構成,男 女

比,学 歴,経 験年数,要 員の不足補充,将 来の新

職種,高 年齢者の活用,待 遇 と労働環境,キ ャリ

アパスとジョブローテーションについて調べた。

情報処理技術者の職務内容と職種

図1は 職種グループごとの人員を示 したもので

あるが,プ ログラマ職種,オ ペレータ職種への女

子進出が多いことが 目を引く。

図2は 職種 グループ別(初 中級,上 級等の職位

レベルがない)の 職務内容をまとめたものある。

A
B
C
D
E

図1職 種 グルー プ別人員構成 一全体

主として管理的仕事に従事する職種
主としてシステムの分析と設計に従事する職種
主としてプログラム開発に従事する職種
主としてオペレーションの仕事に従事する職種
主として専門的技術のサポー トの仕事に従事する
職種

D.

1.820人

(20.7%}

424人

(i.9λ)

男性
992人

数
人
出

人

捌
孤

絶
私

(

C.

2.922人 《鎗.3%}

懸 人

B、

2.558人

(29.1%)

同 －Wバ1ン 回
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個々の要員が,各 種の職務を兼務 している傾向は

あるが,前 回調査に比 し,各 職種 と職務内容の間

には,か な りはっきりした型ができつつある。

職種呼称は,プ ログラマ職種での「プログラマ」,

オペ レータ職種での 「オペ レータ」が比較的定着

した呼称である。 しか し他の職種ではさまざまな

呼称が用いられていて,一 般化 した呼称はない。

管理的職種では,専 門職的呼称は少く,部 長,

室長,課 長,係 長などの役職名が多い。職務内容

は,図2の ようにかな り明確で,一 般組織体と情

報処理関連産業間に差はない。

システム設計職種では,管 理職の役職呼称もあ

るが,「 システム ・エンジニア」,「SE」 「シ

ステム ・プランナ」等の情報技術者向きの呼称も

増えてくる。職務内容は,「 システム設計」が柱

であるが,情 報処理関連産業ではかな り専業的で

あ り,そ の一般組織体では,前 後の諸業務や標準

化,教 育等を幅広 く担当 している。この点が,他

の職種 と大 きく違 うところである。

プログラマ職種では,「 プログラマ」 という呼

称が定着 してきたのと同様に,職 務内容 も 「プロ

グラム開発と保守」にかな り限定的である。

オペ レータ職種でも,「 オペレータ」 という呼

称の定着と同様に,職 務内容 も 「オペ レーション

業務」に限定的である。

技術サポート職種は,設 けている所は比較的少

く(本 調査では55),こ とに情報処理関連産業で

は稀である。呼称はばらばらであるが,職 務内容

は図にもあるように,「 システム ・プログラ ミン

グ」ががその殆んどである。

全体的傾向としては,各 職種 とも,規 模が大 き,

いほど専業的である。また,将 来の職種 としては

OA関 係,デ ータベース関係,シ ステム監査,マ

イコン関係,教 育関係,ド キェメント関係などが

あげられている。

各職種に要求される知識 ・資質等

要求度の傾向は,業 種,要 員規模による差はあ

まりなかった。

知識 ・技術については図3の ようである。

管理的職種では,経 営管理 ・事務管理技法,適
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用 業 務 ・実 務 知 識,コ ミュ ニ ケ ー シ 。ン技 法 力強

く求 め られ て い る。 シス テ ム設 計 職 種 は,も っ と

も幅 広 く業 務 を 担 当 して い る こ とを 反 映 して,求

め られ る知 識 ・技 術 の 幅 も広 い 。 シス テ ム の分 析

と設 計,コ ン ピ ュー タ の利 用 形 態,ソ フ トウエ ア

の基 礎 知 識,適 用 業 務 ・実 務 知 識 が 強 く求 め られ

る と共 に,プ ログ ラ ミン グ もあ る程 度 求 め られ て

い る。 前 回 の 調 査 で は,プ ロ グ ラ ミン グ と電算 機

そ の もの の 知識 が 最 も強 く求 め られ て いた の と比

べ る と大 き く変 化 して い る。 この職 種 の職 務 内 容

が か な り固 ま っ て き た の であ ろ う。 プ ログ ラ マ職

種 は,職 務 内容 が 限 定 的 で あ るの に と もな い,求

め られ る知 識 も,プ ロ グ ラ ム関 連4項 目 と 「ソ フ

トウエ アの 基 礎 知 識 」 に しぼ られ て い る。 オ ペ レ

ー タ 職 種 で も
,「 オ ペ レー シ ョン管 理 技 法 」 と「ハ

ー ドウエ ア の基 礎 知 識 」 に限 定 され て い る
。 技 術

サ ポ ー ト職 種 は,求 め られ る知 識 ・技 術 は や や 不

明確 で あ るが,シ ス テ ム設 計 職 種,プ ロ グ ラマ 職

種 の 中 間 に あ る とい え る。

資質 ・能力については図4の ようである。管理

的職種では,「 指導力 ・統率力」,「 企画力 ・計

画力」,「 説得力 ・表現力」などが高いが ,求 め

られるものは多い。システム設計職種では,「 分

析力」,「 論理性」,「 責任感」が特に強 く求め

られているが,幅 広く多くのものが求められてい

る。プログラマ職種では,「正確性」,「緻密性」,

「責任感」が特に強 く求められている。オペレー

タ職種では,「正確性」,「責任感」が強 く求められ

る他に,「機敏性」も求められている。技術サポー

ト職種は,プ ログラマ職種と似た形を している。

年齢,学 歴構成,情 報処理技術者試験筆

者職種の年齢構成は,管 理的職種を除 く4職 種

では,21歳 ～35歳 が大多数を占めている。 しか し,
システム設計,プ ログラマ職種では,情 報処理関

連産業は一般組織体に比べ,5歳 程度若い方への

ずれをもっている。また,プ ログラマ職種の企業

在職年数,EDP経 験年数にも同様の傾向がある。

学歴構成では,情 報処理関連産業では一般組織体

図2職 種 グループ別職務内容一全体、職位 レベルなし
パーセン ト職 務 内 容
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に比 して,理 工系卒業者の比率が高い。管理的,

システム設計職種では50～60%が,プ ログラマ,

技術サポート職種では30～40%が 大学卒である。

オペ レータ職種では大学卒は10%を 若干越える程

度と少い。

オペ レータ職種での中高年者の活用,プ ログラ

マ職種での身体障害者の活用が少 しあるが,本 格

的とはいえない。

情報処理技術者の独 自の資格 ・賃金体系をもっ

ているのは,一 般組織体では殆んど無い。 しか し

情報処理関連産業では20%以 上あり,な んらかの

配慮を している所は50%に 近い。

情報処理技術者試験について何らかの考慮をは

らっている所は,一 般組織体ではきわ め て 少 い

が,情報処理関連産業では80%以 上に達 している。

この試験は,情 報処理関連産業にとって,大 きな

意味をもつものであることがわかる。

まとめ

(1)全 職種を通 して,シ ステム設計職種の者が,

最も幅広 く各種の業務を担当してお り,同 時に求

められる知識 ・技術,資 質 ・能力の幅も広い。し

か し,前 回の調査に比べると,シ ステム設計 とい

う職務内容に対する認識は確立 してきたようであ

る。このことは,担 当職務内容と,求 められる知

識等の変 りように最も端的にあらわれている。ま

た,プ ログラマ,オ ペ レータの両職種の職務内容

が限られた形をもつようになった。

② 年齢構成,職 務内容の傾向からみて,オ ペ レ

ータ→プログラマ→システム設計者→管理者とい

った直線的な昇進形態がまだ強いことを感ずる。

しか し,各 職種に求められる資質にはかなり大 き

な違いがあ り,そ れらの中には経験年数 と努力の

みでは補えないものも多く見受けられる。職種間

の変更には,慎 重な配慮が要 るように思われる。

(3)女 子の,オ ペレータとプログラマへの進出は

目をひくものがある。この傾向はこれからも続 く

と思われる。

{4}・一般組織体 と情報処理関連産業では,情 報処

理業務従事者の間に,種 々の違いが見 られるよう

になってきたo

困 一国 バ ン固
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フ ラ ン ス の マ イ コ ン教 育

甘 利 直 幸

去年の10月 下旬思いがけなくパ リを訪問する

機会が与えられ,IITの 尾形氏,横 浜市大の

野 々山氏 と共にパ リ,ミ ュンヘン,ア ムステル

ダムを回って来たo

訪問の話が決まってから出発までに日数がな

く,訪 問先の決定やスケジュール等をゆっくり

検討するひまなく,旅 支度 もそこそこ成田空港

を飛び立ってパ リに向った次第。

何 しろ初めてのヨ一口ヅパへの旅なので不安

と期待の中に10月17日 夜成田を飛び立ち,み ぞ

れのアンカレッジを経て雲の中をパ リに 着 い

た。約18時 間の空の旅はなかなかきつかった。

この便に乗 っていた人々の殆んどが日本人なの

には驚き,かつ何か一種のす さまじさを感 じた。

パ リでの訪問先はテクノバの難波氏がいろい

ろとアレンジして,そ れぞれアポイン トメン ト

を取っておいてもらった。

CentreMondial－

途上 国 向け の マイ コン教 育機 関

今 回 の訪 問 の テ ー マは 主 と してパ ー ソナル コ

ン ピ ュー タ の教 育 状 況 とそ の 普 及状 況 で あ る。

そ の最 初 の訪 問先 がCentreMondial(マ ィ コ

ソ ・セ ン タ ー)で あ る。 セ ン タ ーを訪 れ た ら 目

下,開 設 準 備 中 との こ とで,7階 建 て の そ れ 程

大 き くな い ビル を借 りて各 部 屋 は 担 当 者 達 が 懸

命 に 立 働 い て い た 。 こ こでは 開 設 者 で あ る シ ュ

ライ バ 自民(J.J.Servan-Schreiber)に 会 う

こ とが で きた。 彼 は 大 臣 を3回 や っ た とい う,

フ ラ ンス では 有 名 な 経 歴 の持 主 で あ る 。彼 が こ

の セ ンタ ーを 開 設 した 目的 は 発展 途 上 国 の人 々

が マ イ コ ンを 自 由に 使 え る よ うに す る こ とで あ

る とい う。人 々が マ イ コンを 使 え る よ うに なれ

L



ばその国は豊かになり幸福になると信 じている

という。少 しオーバーに聞えるがこれ位の信念

がなければ政府から大きな金を出させ,ま た各

国から支援を求めて運営をすることはむずか し

いのではないかと思 う。ち ょうど日本の電総研

か ら国分氏が派遣されて来ていて案内 して下さ

った。シュライバ四民は日本にも支援 してもら

いたい リス トは提出 してあ り,大 きな援助を期

待 しているといっていた。ここは研究者が62名

で,8グ ループに分れてお り,予 算は1000万 フ

ランだそ うである。マイコンの言語としてアフ

リカ語,ア ラブ語学の開発を急いでいるとのこ

とであった。まだ設備は整ってはいなかったが

1階 には10数 台のマイコンがあ り利用者が朝か

ら自由に使えるようになっており,な かなか盛

んに動か していた。

CEMAMU-一 一

マイコン利用の音楽教育センター

第2の 訪 問 先 はCentreEtudesMath6mat.

iquesetMusique(CEMAMU)で あ る 。 こ こ

の クセ ナ キ ス(Xenakis)は 世 界 的 な コ ン ピ ュ

ー タ音 楽 の大 家 で あ る
。 子 供 に 新 しい音 楽 教 育

の方 法 と して コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムを 利 用 し

た方 法 を 開発 した。 これ は 古 典 音 楽 とは 全 く別

の考 え方 をす る もので 子 供 に 音 そ の もの に 興 味

を持 たせ る方 法 を と っ てい る。 子 供 は い ろ い ろ

な音 を聞 い て,そ れ を コン ピ ュ ータ を使 って再

現 させ る。 そ して さ らに そ の音 を発 展 させ て新

しい 音 を 作 り出 して行 く とい った方 法 で あ る 。

勿 論 その 論 理 的 な 仕 組 み は よ くの み こめ な か っ

た が,彼 は 子 供 に あ る 楽器 を与 え それ を正 し く
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弾 くことが出来ないと誤った音楽の理解を して

しまうものだ,と いっていた。音楽のもとは音

であ り,音 はどこにでもある。この音を分析す

る能力を高めることが必要である。 これを彼の

システムによって教えるのだ という。方法は図

形入力装置に1つ の曲線を画きこれにある基本

音を与えて,そ の曲線にとって振幅を変化させ,

これをスピーカーから出力させて聞 くの で あ

る。1つ の音も曲線の描き方によって,い ろいろ

な音に聞こえる。1つ の図形入力装置に多 くの

音を同時に入力することが出来るので,音 楽的

な構成が出来るようになっている。残念なこと

に時間がなく彼の作品を聴 くことが出来なかっ

たが,子 供等が描いた図形による音楽(?)を 聞

かせてもらった。 しか し古典音楽に馴れた私に

とってその電子音楽は雑音に しか聞えなかった

のは私が古い人間なのかと考えさせられた。

C.X.P.一

政府出資のソフ ト流通協会

翌 日は第3の 訪 問 先,C.X.P.(Centre

d'lnformationdesUtilisateursdeProgiciels)

ソフ トウ エ ア流 通 協 会 とで もい うべ き とこ ろ で

あ った 。 これ も政府 の 出 資 で運 営 され てい る。

こ こで は,ユ ー ザや ソフ トウエ ア会 社 が 開 発 し

た プ ロ グラ ムを 登 録 させ て,カ タ ロ グ を 発 行

し,利 用 者 と所 有者 を 仲 介す る業 務 を して い る 。

手 数 料 は と らな い で,取 引 され る プ ロ グ ラ ムの

価 格 は 当 事 者 の 間 で 決 定 す る の だ そ うで あ る。

この セ ン タ ーで は ユ ーザ教 育 の セ ミナ ー も開設

してお り,こ れ は有 料 で あ る 。現 在 約600企 業

が こ こを 利 用 して い る。 第3の 活 動 と して ソフ
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トウ エ ア産 業 のPR活 動 を して い る,1983年 パ

リで 第1回 ソフ トウエ ア ・パ ッケ ー ジ国 際 展示

会 が 開催 され るが それ に 協 力 してい る。 事 務 局

の一 部 を受 持 って い る 関係 か ら 日本 か ら の多 数

の 参 加 を 希望 して い た 。

CGI

教育用 ソフ トの開発 と販売

次 に 訪 れ た の はC.G.L(CompanieG6n6rals

Informatiqe)で あ る 。 これ は ソ フ トウエ ア会 社

で あ り,主 な 業 務 は教 育 用 ソ フ トの 開発 と販 売

で あ る。 そ の外 ケこは 一 般 の ソ フ ト会 社 と同 様 な

業 務 を してい る。 約900人 の プ ログ ラ マ ーを か

か え て お り,と くに 力 を 入 れ てい る のは プ ログ

ラ ム開発 ツー ル で これ は欧 州及 び 南米 等 に輸 出

して い る とい う。 ま た コ ン ピ ュー タ ・セ ンタ ー

を 持 ち,プ ログ ラ ムの 委 託 開発 とそ の 運 用 も行

っ てい る。 教 育 用 の プ ログ ラ ムはDIDAOと い

う番 組 で有 線 テ レ ビの放 送 を 行 っ てお り子 供 連

が 家 庭 の テ レビで 算 数,文 法 な どの学 習が 出来

る よ うに な っ てい る。 料 金 は 月 額 約3,000円 と

い う。

教 育用ソフ トを利用す る小学校

創造性の開発はいまひとつ

パ リの最後に訪れたのが前述の教育用 ソフ ト

DIDAOを 利用 している小学校である。この小

学校では政府の補助のもとにDIDAO利 用の効

果を調査 している。実際に7～8歳 の子供が利

用する状況を見学させてもらったが算数 より文

法に人気があったのは,ち ょっとした驚 きであ

った。先生の話では子供は最初はおもちゃだと

思って興味を示すが,そ れが教育の機材と知る

と嫌気を示すとい う。繰返 し教育には効果はあ

るが,創 造的教育には向かない。この学校では子

供の創造性の開発に力を入れているので,創 造

性を養えるプログラムの開発が必要であるとい

っていた。またフランスではこの装置を個人で

持つには高価であり,中 流以上でない と買えな

い。政策として国産を使 うように指導 されてい

るが信頼では米国のものがよいといっていた。

遅 れて いる 八一 ドー

ソフ トで活路

以上がパ リでの訪問先であったが,パ リがフ

ランスの集約であるとすれば,フ ランスの情報

処理の状況は遅れているといっても間違いない

ように思 う。勿論,国 防と国家機関は別である。

ソフ ト会社な どで使われている機器 も,カ バー

はフランス製の銘柄でも裏の端子の 銘 柄 を見

れば米国製であることはすぐにわかった。 した

がって,フ ランスではハー ドウェア産業はとて

も競争出来ないめで必要最少限度にしておいて

その利用で情報産業に食い込もうとしているよ

うに見える。ソフ トウエアに対 しては大変な力

の入れようであるが見方によってはハードの開

発な くして ソフ トの開発,ま たはアプリケーシ

ョンの開発が可能なのか,日 本の歩んで来た途

から見ると不安な要素が考えられな い で も な

い。しかしマイコンセンターの所長が言ってい

たように後進国の人 々が自国語で コンピュータ

が使えるようにすることがこれからの大きな課

題ではなかろうか。幸いなことには日本では ワ



一 ドプロセッサーが急速な進歩を して コンピュ

ータがますます身近なものになって来たが
,中

近東やアフリカの人々がこのような形で利用出

来る時代が早く来ることを願わざるを得ない。

しかし,日 本のように新 しいものをどんどん

受け入れるのに対 して,新 しいものにはなかな

か飛びつかない国民性が新 しい機械をどんな形

でどれほど年月をかけて彼等の社会に受け入れ

て行 くのだろうか。数日の滞在では何んとも解

釈のしようのない問題である。

TGV,地 下鉄に見 るフランスの国民性

一 導入の態度にも現われ る

パ リでの訪問を終えて週末はフランスの新幹

線 ともい うべきTGVで ジュネーブに向った。

ホームに入っている列車に人々は次 々に来るの

で続いて乗車 し荷物を定められた場所に入れて

座席についてやれやれと思いつつ一息入れてい

たら,何 のアナウンスもな くドアがしまって発

車 した。窓の外を見るまで気がつかなかった。

実に静かである。これが東京駅であったらどう

だろ う,並 べ,乗 れ,発 車するぞ,ベ ルの音,

実に賑かなことになる。パ リでは地下鉄をよく

利用 した。これは路線があまり複雑ではないの

で覚えてしまうと便利であるからだ。この地下

鉄でもアナウンスはない し,発 車の ベ ル も な

い。電車は何の前ぶれもなく入って来るし,適

当な時間で ドアは閉められて,音 もなく発車す

る。考えて見たら東京の地下鉄はうるさいこと

はなはだ しいかぎりである。もう1つ 地下鉄で

興味をおぼえたのは,フ ァース ト・クラスの車

輌が1鞭 つながれていることである,朝 のラッ
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シュアワーを除いて区別されている。車輌は色

が違 うだけでシー トもなにも普通車と同 じであ

る。われわれは,す りやひったくりを警戒 して

ファース ト・クラスにばか り乗 って歩いたが,

昼間この車にのる人はほとんどが老人や子供つ

れの親子で,若 ものや紳士は1人 も乗ってない。

もし日本だったらどうだろう。金持の紳士や若

ものたちで一ぱいになるのではなかろうか。料

金もそれ程ちがわないので恐らく,老 人,子 供

連れ専用 とはいかないだろうと思った。何か不

文律のルールといったものが感 じられる。む し

ろ公徳心 というべきかも知れない。こうした国

民性は うらやましいと思った。

さて新幹線はとい うとこれがなかなかスピー

ドが出ない,変 だなと思ったら対向路線を普通

の急行電車が走っているではないか!つ まりこ

の新幹線 在来の線路を走っているのだった。

やがてパ リの郊外に出ると人家が見えない野原

を走 り出てかれ これ2時 間位たってから急にス

ピー ドが上った,車 内のスピーカーか ら260km

/hで 走っていると静かな声で知 らせた。車内が

静かなのでアナウンスの声が よく聞える,だ が

これがまた30分位でまた電車は在来路線に入っ

てスピー ドダウンしてしまった。 日本では団地

買収でわいわいさわいでいるが,古 い街並をこ

わ して新 しいものを作ろうとしないことは,そ

こに人間性を重んじる伝統の思想があるように

思われてならなかった。これがフランスの国民

性なのかとしみ じみ思った。恐 らくコンピュー

タに対 しても,古 い伝統を踏まえながら一歩一

歩進んで行 くのではなかろ うか。人間性を破壊

するような導入の仕方は彼等には考えられない

のであろう。
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わ が 社 の コ ン ピ ュ ー タ

要員養成の現状

国際電信電話(株)国 際電気通信学園

研修部第2研 修課課長補佐

姫 野 中
JC,tM

情報処理研修センターが実施 してい る シ ス テ

ム・エンジニア ・コースを社内の電子計算機訓練

の1コ ースとして導入 したのは昭和46年 度のこと

であった。当時は 『システム ・エンジニア』と『シ

ニア ・プログラマ』の2領 域が年間2同 ずつ実施

されていた。それ以来,多 くの職員が電子計算機

に関係 した組織的な知識と技術を習得する機会 と

して,社 内の訓練コースとして定着 している。殊

に,国 際電気通信の需要構造の変化に伴って,職

員の業務の内容に変化が起 った。国際通信回線が

短波無線回線から,海 底同軸ケーブルや衛星通信

といった,安 定 した広帯域回線に改善されたこと

により,需 要の増加が著 しく,人 手によっていた

のでは処理 しきれなくな り,電 子計算機の助けに

よる傾向が現われてきた。KDDで は先ず,国 際

電報の発着信および国際中継の処理を自動的に行

なうシステム(TASと 呼ぶ)が 昭和45年 に導入

され,そ れ以後,国 際テレックス,国 際電話,さ

らに国際専用線の交換,接 続を行な うシステムが

電子計算機により制御されるものとな り,多 くの

需要を円滑に処理できるようになった。

■

一方 ,こ の10年 間の電子計算機の進歩は目を見

はるものがある。事務機械,家 庭電化製品,お も

ちやなど,生 活に密着 した分野に続々と電子計算

機がとり入れ られ,多 くの場合,意 識することな

く利用 しているのである。この無意識の利用はマ

イクロコンピュータに負 うものが大部分である。

マイクロコンピュータに関 して,過 日,子 供と

一緒に大阪城に行った時 ,大 阪万博記 念 の タ イ

ぺ

回回回回回回回回回回回回回回回回
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ム ・カプセルに詰め込んだ品物の展示を見たが,

磁気テープはあったが,マ イクロコンピュータは

なかった。よくよく考えてみると,マ イクロコン

ピュータは昭和妬年に世に出てきたものであ り,

昭和45年 の万博記念の 『物』にはないのがあた り

まえのことである。

■

さて,話 題が脇道にそれたが,こ のような世の

中の変化の中にあって,国 際電気通信業務を担当

するKDDの 職員に課せられた責任は,よ り一層

安定 した国際電気通信システムを維持,運 用 して

ゆくことである。そのためには電子計算機につい

ての体系的な教育訓練により,職 員一人一人の知

識 ・技能を高めることが不可欠なこととして求め

られている。その一例 として,か つては多 くの人

手により処理 していた国際電報が,自 動処理シス

テムにより処理されるようになったが,そ のこと

は仕事の内容を単語を数えた り伝送回線を指定 し

た りすることから,そ のような事を電子計算機に

やらせるためのプログラムを設計 し働かせること

に変化 させた。このため,担 当する職員の教育訓

練もプログラ ミングができる能力の付与を目的と

して行なわれるようになってきた。複雑な処理を

プログラム化する能力を習得 した者は,さ らに高

度な知識,技 能の習得を希望するようになるが,

その解決策 として位置付けられているのがrシ ス

テム ・エンジニア ・コース』である。

■

この記事を書 くための参考にと 『情報処理研修

センター,創 立5周 年記念論文集』を手元に置い

ているが,そ こに集録されている論文と付録のテ

ーマ一覧表を見て,先 にも述べた電子計算機的環

境の変化,発 達の激 しさを一層強 く考えさせられ

るのである。10年 前の大型機械の機能は高級パー

ソナル ・コンピュータで実行できる位になってい

る。会社の仕事についても 『OA時 代』,『 ペー

パーレスの時代』と呼ばれるように,電 子計算機

が身近かなものとなり,利 用面ではプログラミン

グレス ・プログラムや業務に直接応用できる既製

プログラムが目につくようになってきた。さらに

電卓やポケット・コンピュータは生活に欠かすこ

とのできないものとなっている。

このような傾向に加えて,昨 年はデータ通信の

分野での公衆回線利用が一部解放 されたため,公

衆電気通信事業に携わる者としては増々,電 子計

算機を考えずに仕事をすることはできなくなって

いる。そのうえ,通 信方式もデ ィジタル化がはか

られている。

■

これら一連の情報処理に属することが一般化す

ればする程,な お一層充実 した教育訓練の強化が

必要 となる。1つ のメーカーにかたよることなく

公平な立場での情報処理技術の指導が求められる

のである。このような求めに応 じる教育訓練こそ

情報処理研修センターのシステム ・エンジニア ・

コースであるといえよう。このコースが 日本にお

けるシステム ・エンジニアの養成のスタンダー ド

となることを期待 し(実 際,多 くの有能な技術者

を育成 してきた)社 内における電子計算機訓練tD

最高位のものとして位置付けてきた。

このコースも58年度からは短期のコースに絞 ら

れるようであるが,情 報処理技術の向上のために

できるだけ早期に6か 月コースを復活されること

を願って,筆 を置くこととしたい。

回回回回回回回回回回回回回 会員サロン
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囲

通 産 省 コ ン ピ ュー タセ キ ュ リテ ィ研 究 会

の成果 と今 後 の課題

佐 藤 昌 彦

1.は じめに

いまや情報化の波は,産 業分野のみならず,社

会へ,ま た個々人の家庭生活へと及び,人 間の活

動分野に新たなフロンティアが開かれ ようとして

いる。しかしなが ら一方で,こ うした情報化の進

展に伴い,

①システムダウンによる社 会 的 混 乱(<付 表

1>コ ンピュータシステム障害の現状参照)

② コンピュータ犯罪の多発(<付 表2>コ ンピ

ュータ犯罪等の現状参照)

③企業秘密等貴重なデータの破壊,悪 用やプラ

イバシーの侵害

等の危険が生じている。

このような情報化のマイナス面及び情報化社会

のアキ レス腱ともい うべき脆弱性の増大を除去な

い し回避するため,コ ンピュータセキュリテ ィ対

策が講 じられるとともに,情 報化を一層推進する

ことにより情報化のもたらす プラス面を十分に発

揮させ,健 全な情報化社会を構築 し,国 民の福祉

の向上に役立てねばならない。

2.コ ンピュータセキュリテ ィ研究会設置の経

緯

56年2月 の産業構造審議会情報産業部会の答申

において総合的な コンピュータセキュリティの確

保が緊急の課題として提言された。

<付 表1>を みてもわかるように,コ,ン ピュー

タのシステムダウンは,56年 前半から昨年にかけ

て頻発 し,そ れ もハー ドウェア トラブルのみなら

ずソフトウェア トラブルの発生によるシステムダ

ウンが顕著になっている。一方,コ ンピュータ犯

罪もく付表2>で 示すように,56年 に激増 し,特

に56年 後半から57年前半に集中して発 生 して い

る。さらに,こ れ らと平行 してデータ保護,プ ラ

イバシー保護の要請等 も高 まってきた。 しか しな

がら,今 までのコンピュータセキュリテ ィについ

ての提言や研究はプライバシー保護や デ ー タ 保

護,通 信の秘密などを一面的に とらえて分析 し論

じたものが多く,総 合的なコンピュータセキュリ

ティ対策 として研究されてきたものはほとんどな

いといえよう。

このような状況にあって健全な情報化社会を構

築 し,将 来的に国民福祉の向上に向っていくため

に,産 構審情報産業部会答申に基づいた総合的な

コンピュータセキュリテ ィ対策の研究が緊急に必

要 とされるに至 った。

以上の背景をもとに昨年6月 から,通 産省情報

3課(電 子政策課,情 報処理振興課,電 子機器課)

の職員に学識経験者,メ インク レーマー,ユ ーザ,

情報処理業者,団 体等の専門家 ・実務家の協力を

仰ぎ,コ ンピェータセキュリテ ィ研究 会 を 設 置

し,4か 月間の超ハードスケジュールで以て報告

書を完成させたのである。



3.コ ンピ ュータセキュリテ ィ研究会報告書の

概要と今後の課題

本研究会は,コ ンピュータセキェリテ ィを,①

障害の発生防止(高 信頼化の追求),② コンピュ

ータ犯罪防止③プライバシー保護を含むデータ保

護,の3つ に分け,3つ のグループで以て検討を

行ってきた。検討にあたっては,そ れぞれの必要

性 ・目的を確認 し,現 状分析を行い,技 術動向を

探 り,課 題を摘出し,今 後の方向,具 体的対策に

言及した。その結果,共 通 していえることは,適

正かつ効果的なコンピュータセキュ リテ ィの確保

を図るためには,① 技術 ・設備面での対策,② 人

事管理や組織体制を含めた運用面での対策,③ 制

度面での対策,の3つ がいずれに対 しても重要か

つ不可欠であり,こ の3つ の対策のうちいずれか

が欠けても,十 分なコンピュータセキュリティの

確保が困難になる恐れがあるといえる。従って,

今後の課題 としてはバランスのとれた総合的な対

策を打ち出すことができるよう,こ の3つ の面で

の対策を整備 していく必要がある。

具体的にそれぞれの課題を拾 ってみると次のと

お りである。

{1}技 術 ・設備面における課題

① 高信頼化対策

高信頼化対策は,オ ンラインバ ンキングシステ

ム,交 通管制システム,医 療情報システム,気 象

予報システムなど社会的に与える影響の大 きいシ

ステムについて問題になるが,そ れぞれ,そ のハ

ー ドウェア,ソ フ トウェア,シ ステム,周 辺関連

設備の各々に対 しバランスを考え,適 正な対策が

図 られねばならない。そのためには,⑧ 設計 ・部

品 ・製造 ・検査段階及びソフトウェアの信頼性の

向上,⑮ 故障が発生 してもできるだけシステムダ

ウンを回避する故障検出 ・回復処理などの可用性

技術の向上,◎ システムがダウンした場合に早期
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復旧をめざすオンライン診断,遠 隔保守など保守

技術の向上が課題としてあげられる。また,シ ス

テムや周辺関連設備を具体的にみれば,コ ンピュ

ータのCPU構 成としてのデュアル ・デュプレッ

クスシステム,回 線の二重化,フ ァイル等周辺設

備の二重化が考えられる。また,通 産省が52年4

月に策定 した「電子計算機システム安全対策基準」

の徹底,災 害時に局地的にコンピュータシステム

が使用できなくなった場合に対応するためのバ ッ

クアップセンターの設置も考えられよう。

② コンピュータ犯罪防止対策

コンピュータ犯罪防止のための技術 ・設備面で

の対策としては,⑧ 正 しいユーザかどうかを検証

するアクセス ・コントロールとして,ω 本人確認

技術(指 紋,声 紋,サ イン,手 形など),㈲ 通信

回線との不正接続防止技術,ゆ}ユ ーザとのシステ

ムに対する使用権,あ るいは リソース の 範 囲 を

管理するユーザ ・プロフィル管理技術,(⇒ ユーザ

のコンピュータ ・アクセスの記録 を と る アクセ

ス ・モニタリング技術,ま た,⑮ データ保護技術

として,切 データの外部への流出を防 ぐフロー制

御,ω 推論によるデータの盗取を防 ぐ推論制御,

そしてゆ)各種の暗号化技術がある。暗号化技術は

最近新 しい技術等も開発され,ク ローズアップさ

れているが,万 能とはいえず⑦高価すぎること,

④鍵の配送,管 理が複雑であること,㊥ 処理能力

にかなりの負担がかかること,な どの問題点があ,

げられている。 したがって今後の課題 としては安

価,単純,か つ有効な暗号方式の開発が望まれる。

② 運用管理面における課題'

運用管理面における課題 としては,第1に,職

務権限の分担の適正化を図 り,内 部牽制機能が生

ずるように組織体制を整備 しておくことである。

システムダウン防止の観点からは障害発生時の緊

急対策を想定 してプロジェクトチームを準備 して
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おくことが望 ましい。

第2に 教育訓練及び人事管理があげ られ よう。

特に緊急時を想定 した被害防備,早 期復旧訓練,

また職業倫理についての教育が重要であろう。第

3に 運用管理規程等の整備も必要とされ よう。

最後に,シ ステム監査の導入が重要な課題とし

てあげられよう。システム監査は上記の組織体制

や人事管理,運 用管理規定な どを監査するほか,

設備面に対 しても細かなチェヅクを行 うことによ

り,シ ステムダウン,コ ンピュータ犯罪防止,デ

ータ保護などのセキュリテ ィ対策 としても有効で

ある。特に今後は,コ ンピュータ利用がますます

一般化することが予想されるため,コ ンピュータ

.メ ーカにおいても,シ ステム監査 ツールの開発

に取 り組んでいくことが要請 され よう。

㈲ 制度面における課題

制度面における課題,特 に行政側の対策 として

は次のようなものが考えられよう。

第1に,コ ンピェータセキュリティに係る技術

開発及び導入の促進である。これ らには莫大なコ

ス トを必要 とするため,政 府としては資金の確保

等基盤づくりを行う必要がある。

第2に,コ ンピュータ利用に従事する人々にコ

ンピュータセキュリティに対する認識を油養する

ことも必要である。具体的方策として,「 情報処

理技術者試験」等の設問にコンピュータセキュリ

テ ィに関する出題を加えること,「 システム監査

士」等の資格創設も考えられよう。第3に,シ ス

テムダウン防止及びデータ保護の観点から,事 業

者の判断の指針となるべき新たなガイ ドラインの

制定が考えられる。システム監査のガイ ドライン

もその中の1つ として考えられるものである。

第4に,特 にコンピュータ犯罪を防止する観点

か ら,コ ンピュータセキュリティに係る倫理観の

構成に伴い,刑 法の改正や特別立法の制定も検討

する必要があろう。

4.コ ンピュータセキュリティ研究会の成果と

今後の施策展開

以上,コ ンピュータセキュリティ報告書の概要

と,そ の個別的課題について述べてきたが,こ れ

によって,一一応システムダウンや犯罪の防止,デ

ータ保護の現状を把握できた。また,特 に,シ ス

テムの高信頼化,コ ンピュータ犯罪防止の技術動

向について把握でき,運 用管理面での対策の現状

についても相当程度把握できた。これにより今後

の技術,設 備面,運 用管理面,さ らにこれ らを踏

まえた制度面での課題を摘出できたと考える。

一方,今 回の分析では,情 報化のもついわゆる

「光と影」の 「影」の部分にのみ焦点をあて分析

を行ってきた。今後情報化は,ハ ー ドウェアのみ

ならず ソフ トウェア,さ らにはニューメデ ィアへ

と 「光」の部分の飛躍的な発展が期待される。そ

れに比例 して,「影」の 「脅威」も増大すると考え

られ るため,こ れに対する手当をおこた りなく,

不断に 目を光らせ,チ ェックしてい く体制を とっ

ていかなければならない。

すなわち,こ れからの情報化への対応としては

「光」をもう一歩前進させる方向での取 り組みの

姿勢が必要であ り,そ れに伴 う,影 への十分な対

応を自ずと必要とされるわけである。

今後,こ の問題は,産 業構造審議会情報産業部

会に小委員会を設け,こ の研究会の報告書をたた

き台としてさらなる検討が加えられ,そ の結果答

申を受け,具 体的に施策に展開されるわけである

が,そ の際には,健 全なる情報化の進展とい う大

局的観点から,多 面的にバランスのとれた総合的

な対策となるよう留意され,官 民あげて取 り組ん

でい くことが期待される。

(北海道東北開発公庫調査部 ・元通商産業省機械

情報産業局電子政策課)
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〈付表1>コ ンピュ一夕シスデム障害の現状

〈我が 国の主 な コンピュー タシステム障害事例(新 聞等 よ り調 査54年 ～57年)〉

年 月 コンピュー タシステム 停止時間 影 響 等 原 因

54・2 気象庁 の気象デー タを集 中処 理す る コン ピュー タ 約1時 間 予報業務に対し大きな支障なi:ハー ドウ ェアの トラ

が ダウ ン し ブル

55・10 寛 々公社電子交換 コン ピュータが ダウン 約8時 間30分 電話約2万 本、デー タ通信 、 障害処理プログラム
119番 、110番 な どマ ヒ の トラブル

56・2 A銀 行オ ンラインシステムがダ ウン 約2時 間 CD約500台 、ATM約300台 の ハー ドウ ェアお よび

計約800台が使用不能 ソフ トウ ェアの トラ

ブル

56・3 郵 便貯金 オンラインシステムが ダウン 約30分 約140郵便局で手作業で対応 電々公社中継所内の
回線ヒューズが遮断

56・3 航空会社座席予約システムがダウン 約13分 全国予約用端末機及び自動発 ソフ トウェアの トラ

券機1900台 が停止 プル

57・6 証 券取引所市場 第2部 の コン ピュー タシステムが 約1時 間 一部銘柄の売買取引停止 ソフ トウェアの トラ

ダウ ン プル

57・7 国際電信電話 の電 話交換 シス テム コンピュータが 約3時 間 約5万 通話に影響 ATTの 影響による

ダウン ソフ トウェアの トラ

プル

57・1L 自動車登録 管理 のための コンピュー タシステムが 約6時 間 全国で約10万人が影響 を受け ソフ トウェアの トラ

ダウ ン 各陸運事務所の窓口を午後8
時まで開いて対応

プル

■

〈コン ピュー タシステムの故 障頻度及び故障 時間〉

コンピュー タシステム2,271台 について1ヵ 月当 りの故障時間 の累計 を調 査 した結果 に よれば、 システム の約20%が 月当 り1時

間以上 の故 障 を生 じてい る。

コンピュー タ システムの故障頻度及 び故障 時間(日 本電子計算機㈱ 昭和56年3月 末保守 管理 調査 より)

1ヵ 月当りの故障時間 故障システム数
(台)

全システム数に対する
故障システム数の比率

(%)
備 考

1時 間以上 410 13.1 ・対象期間 昭和56年 度

・対象 シス テム 日本電子計算機㈱ の レンタル

した シス テム
内
訳

1時 間以上6時 間未満
6時 間以上

370
40

16.3

1.8

2,271台

(調査対 象

システム数)

100%

(注)1ヵ 月当 りの故障時間は 、故障 を発生 したシステムについて1ヵ 月当 りの保守時間で ある。

〈システム障害の発生原因比率〉

(昭和57年工業技術院委託調査より)

・システム障害の発生原因別割合(%)

ハー ドウェア ソフ トウェア 人 間 原

C 周 通 電 空 オ ア オ そ 因
P 辺 信 べ プ べ の 計
u 機 回 レ リ レ 他 不

器 線 源 調 | ケ |
シ シ | タ 明
ヨ ス シ
ン テ ヨ

ム ン

全 システムダウ ン 27 22 2 9 1 13 12 6 3 5 100

システム機能の一部

ダウン
3 41 17 0.4 0.2 12 22 L8 1.7 0.9 100

(対象60企 業87シ ステム)

、



36

〈付表2>コ ンピュー タ犯罪等の現状

〈我 が国の主 なコン ピュー タ犯 罪事例 〉

発生(ま た
は発覚)年

事 例 の 内 容 被 害 手 段 処 理 結 果

46年2月 雑 誌の購読 者 ファイルが何者かに コピーさ
れ、他 の雑誌社に売却 された。

コピー売価

82万 円

デー タ不正 入手

(コ ピー ・テープ購 入)

雑誌柱間で和解

48年4月 事務係長が売掛金を架空口座に振 り込ませ
取引先には正規の領収書を渡 し、会社の経
理には未回収のように見せかけて横領した

4,000万 円 不正デ ー タ入力

(コ ン ピュー タ操作)

詐欺、業務上横領(懲役4年)

53年5月 下請企 業の役員が資材 管理 システム を悪 用

し、鋼 材 を横流 した。

3,000万 円 不正 デー タ入力

(伝票偽造)

私文 書偽造 、詐欺(不 明)

56年9月 オ ンライン端末機 のオペ レー タが架 空口座
へ入金操作 して詐 取 した。

入金操作
1億

8,000万 円

引出 し
1億

3,000万 円

不正デー タ入力
(預金通帳偽造
端末操作)

私文書偽造 、詐 欺

男:懲 役5年

女:懲 役2年6ヵ 月

56年10月 マ イ コン ・シ ョップが大学の コンピュー タ

にマ イコンに よ り、電話回線 を使 ってア ク

セス した。

盗用 タイム
45時 間

コンピュー タ不正 使用

(電話 線でマイ コン
接続)

告訴なし

56年12月 自社 と取引きのある顧客データを盗み友人
をその顧客に仕立てて融資を申し込んだ。

融資申 し込み
38万 円

デー タ不正入手

(出力デー タ盗取)

詐欺(公 判中)

57年2月 通信 回線か らデー タを盗聴 して キャ ッシュ

カー ドを偽造 し預 金を引 き出 した。

133万 円 デー タ不正 入手

(カー ド偽造 〉

詐欺(公 判中)

57年6月 貯 金 口座 をつ くり入金 し、それをオフ ライ
ン局 で引き出 し、通帳 を改 ざん して、引 き

落 しが行 われる前に、 オンライン局で も引
き出した。

2,200万 円 オンライン とオフ ライ
ンの時 間差 を悪用

詐欺(不 明)

<キ ャッシュ ・デ ィスペ ンサ ー を利用 したいわゆ るCD犯 罪の現 状 .(警察庁刑事 局調 に よる)>

CD犯 罪の認知 ・検 挙件数の推移

(件)

300

200

100

52年 53年 54年

(注)

55年 56年



<付 表3>コ ンピュータシステムの主要安全対策の実施状況

① 防火対策
① 消火設備
050 100(%)

37

炭酸
ハ ロン消 火設備 ガス その他 な し

消火設

(26.5) 備 (63.0)
(4.0) (6.5)

② 消火器

0 50 100(%)

② 地震対策
0 50

な し

(9.1)

100(%)

シス テム機器

に対策 あ り

(18.6)

什器備

品に対

策あ り

(8.7)

フ リーア クセス

に対 策あ り

(14.9)
}

感
震
器
あ
}

な し

(55.5)

一(2 .3)

③ 電子 計算機 システムの運用

(1)記 録媒体 の保管責任者

0 50 100(%)

記録媒体の保管責任者を

決めている(40.3)

(2)コ ン ビュー一夕室 の 出 入 口監 視

0 50 100(%)

受付では特定者

が監視(18.1)

その他 の方法 で監視

(23.7)

チ ェ ッ ク な し

(58.2)

(b)シ ステム監査

0 50 100(%)

実施 して 検 討 中 特 に 考 え て い な い
いる

(9.7) (24.0) (66.3)
▼

(3)シ ス テム監査
0 50

実施 して

い る

(9.7)

検 討 中

(24.0)

特 に 考 え て い な い

(66.3)

'(4)安全対 策の教育 ・訓練

0 50

　%WO-

■
I
I
l

1
1
1
J

　%W10

実 施 し て い る

(34.3)

(注)日 本電子計算機㈱57年2月 情報処理安全対策実施状況アンケー ト集計結果より

、
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JIPDECだ より睡翻躍翻睡覇睡圏睡1睡翻蟹圏睡謹麗麗

◇昭和57年 度第3回 理事会開催

さる3月17日,本 年度第3回 の

理事会が開催され,昭 和58年度の

事業計画及び収支予算が承認され

た。58年度の予算は,本 部及び情

報処理研修センターを含め,約25

億4千 万円,主 な事業は以下の通

りである。

〔調査 ・研究 ・開発〕

1,海外における情報処理及び情報

処理産業の実態調査

2.わが国の情報処理に関する動向

調査

①オンライン利用状況調査

②オフィス ・オートメーションの

雇用に与える影響調査

③ニューメデ ィアに関する調査

④ ソフトウエア保護に関する調査

3,情報化の推進に関する調査研究

①オンライン制度に関する調査研

究

②データベース調査

4.高密度通信処理における分散情

報統合利用システムの研究開発

5.コ ンピュータ ・システムのセキ

ュリテ ィ技術の開発に関する調

査研究

6.地域別情報拠点の育成に関する

調査研究

7.文章情報データベースの総合利

用に関する調査研究

8.ソ フ トウエア開発,運 用の高度

化,効 率化方法に関する調査研

究

9.マ イクロコンビL－ タの応用に

関する調査研究

①基盤整備調査

②応用技術調査

③マイクロコンピュータ利用研究

会の開催

10.マ イクロコンピュータの利 用

に関する共通的な技術開発

11.受 託調査,研 究,開 発

「教 育〕

1.上級情報処理技術者等の養成

2.海外における情報処理要員の教

育等実態調査

3.情報処理技法の調査 ・研究

4。利用部門情報処理教育の実態調

査

5.発 展途上国DP研 修

6.コ ンピュータ啓蒙講座の開催

〔コンサルテーション,啓 蒙,普

及〕

1.コ ンサルテーション

2.シ ンポジウム等の開催

3.情報処理技術者試験への協力

4.国際交流

5.情報化月間行事

①総合広報の実施

②展示会の開催(東 京及び地方都

市)

③情報化国際講演 ・討論会の開催

④講演会の開催(地 方6都 市)

6.世界 コミュニケーション年行事

7.広 報

8.会員に対するサービス活動

◇ 第19回 情報 処理 に 関 す る研 究 会

OAや デ ー タベ ース の進 展 に よ

り,エ ン ド ・ユ ー ザ の デ ー タ利 用

は 急 速 に 進 ん で い る。

これ に 伴 い,重 複性 を排 除 した

デ ー タの一・元 管 理,デ ー タ の有 効

活用,デ ー タ保 護 対 策 な ど,デ ー

タ管 理 の充 実 に対 す る ニ ー ズは 益

々強 くな っ てい る。

今 回 の研 究 会 で は,コ ン ピェ ー

タ ・ユ ーザ に お け るデ ー タ管 理 の

実 情 とデ ー タ管 理 を 実 施 す る際 の

具 体 的 考 え方,体 制,ツ ール 等 を

紹 介 す る。

日 時:3月28日(月)9:30～

5:00

会 場:機 械 振 興 会 館6階66号 室

テ ー マ:デ ー タ管理 の実 際 とあ る

べ き方 向

定 員:100名

費 用:一 般5,㎜ 円,会 員2,000

円

お 問 合 わ せ,お 申 込 は企 画課

(438--0546)ま で

◇NCC'83参 加 と米 国 情 報 処 理

産 業 調 査 団

5月16目 か ら4日 間,米 国 ア ナ

ハ イ ムで 開 催 され るNCC'83の

参 加 と米 国 情報 処 理 産業 の視 察 を

行 うエ グゼ クテ ィブ の た め の調 査

団 の 参 加募 集 を 行 ・)てい る。

ス ケ ジSi・一手ル は,5月15日 ～29

日 まで,NCCに 参 加 後,ニ ュ ー ヨ

ー クサ ン フ ラ ンシ ス コ等 で特 別 セ

ミナ ーの 受 講,米 国情 報 処 理 産 業

の 代 表 的企 業等 を訪 問す る予 定 。

参 加 費 用 は98万 円(但 し,賛 助 会

員,関 係 団体 会 員 は96万 円)

お 問合 せ,お 申込 は 調 査 課(434

-8211内 線538)ま で'

圏隅隅圏圏隅隅隅隅隅隅園圃麟
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JIPDECだ よ り一
■マイクロコンピュータ利用研究

会の開催状況

く第4回 〉

期 日 昭和57年12月3日(金)

会場 名古屋市工業研究所

テーマおよび講師

ローカルエリヤネ ットワーク

電子技術総合研究所制御部

論理システム研究室長

田村浩一郎氏

く第5回 〉

期日 昭和57年12月9日(木)

会場 東京 世界貿易センター

ピル

テーマおよび講師

① ロボットとマイクロコンピュ

ータ

機械技術研究所生産工学部

ロボット工学課

新井健生氏

②製品紹介

1/0シ ミュレータ(56年 度

MCC委 託開発システム)

浅井 博氏

く第6回 〉

期 日 昭和58年2月28日(月)

國騒騒圏

会場 東京 機械振興会館

テーマおよび講師

パ リ・マイコン世界センター

に滞在して一パーソナルコ

ンピューテ ィングの将来爆

雷子技術総合研究所

記憶システム研究室長

国分明男氏

〈第7回 〉

期日 昭和58年3月4日(金)

会場 大阪科学技術センタービ

ノレ

テーマおよび講師

マイコン応用技術と特許

特許庁審査第5部

映像機器審査官

馬場玄武氏

〈 第8回 〉

期 日 昭和58年3月17日(木)

会 場 福 岡市 大 博 多 ピル

テ ー マ お よび 講 師

新 しい 時 代 に 要 求 され る ソフ

トウ ユ ア技 術

'

、.,.前 田 英 明 氏

編集後記

◇ 前号 の マ イ ク ロ コン ピュ ー タ/

シ ス テ ム ハ ウス に続 い て 今 号 は

「情 報 処 理 教 育 」 を特 集 し ま し

た 。 マ イ ク ロ コン ピュ ー タに 象徴

され る よ うな情 報 処 理 の 普及 が逆

に情 報 処 理 教 育 の質 的 な転 換 を 促

して い ます 。 前 川 教 授 の 指 摘 に よ

れ ば,こ れ か らは 「シス テ ム化教

育,な い しは マ ネ ジ メ ン ト ・オ リ

エ ン テ ッ ドな 教 育 」 へ 向 う,と の

こ とで す 。HowtousetMy"Co

-mputerと い うこ とで し ょ うか
。

◇ 情 報 処理 研 修 セ ン ター の発 展途

上 国DP研 修 に 参加 した6人 の方

々は,さ す が期 待 を に な って派 遣

され て きた人 達 だ け に帰 国後 の抱

負 に は 熱 が こ も って い ます 。 それ

が 実現 で きる よ う手 を さ しのぺ る

の が,わ が 国 の 務 め とい え ます 。

◇ オ フ コ ンを売 りに くる セ ール ス

マ ンが 煩 わ しい,と い う声 を よ く

耳 にす る こ とが あ ります 。 ユ ー ザ

ー の ニ ー ズを よ く理 解 しな い で セ

ール ス ・ トー クだ け を繰 返 す か ら

で し ょ う。 「BSC教 育 」 は,オ

フ コン ・セ ール スに も コンサ ル テ

ィン グの要 素 が 重 要 な こ とを教 え

て い ます 。

昭和58年3月31日 発行

」IPDECジ ャー ナ ルNo.53
◎1983

財団法人 日本情報処理開発協会
東京都港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館内

郵便番号105.電 話03(434)8211(大 代表)内 線535

※本誌送付宛先の変更等については当協会普及課(03--4s4-8211内 線535)ま で宛名ラベル下のコー ド
Nαとともにご連絡下さい。
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lIT(情 報処理研修セ ンター)昭 和58年 度研修講座予定

クラス番号 コ ー ス 定員 期 間 研修料

SS831

SS832

SE養 成 30

30

58.05.10～58.09.21

58.10.11～59.03.07

毎週 火 ・水

計35回

35万 円

SO831

SO832

オ ンライン ・システム設計 20

20

58.06.06～58.06。10

58.09.26～58.09.30

5日 間 7万 円

SD831 デー タベー スの導入 と運用 20 58.06.14～58.06.17 4日 間 6万 円

SC831

SC832

ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム ・コ ンサ ル タ ン ト 20

20

58.06.27～58.06.30

59.02.06～59.02.09

4日 間 8万 円

MM831

MM832

情報処理部門管理者のためのマネジメント 20

20

58.06.14～58.06.18

58.07.12～58.07.16

59.02.2ト59.02.25

59.03.13～59.03.17

10日 間

10日 間

12万 円

MU831

MU832

効果的な外注管理の進め方 20

20

58.05.30～58.06.01

58.12.07～58.12.09

3日 間 5万 円

MC831 コン ピュ ー タ ・セ キ ュ リテ ィ 20 58.05.30～58.06.01 3日 間 5万 円

ME831 DP部 門の戦略的計画 20 58.05.19～58.05.20

58.06.02～58.06.03

4日 間 7万 円

MR831 マ ネ ジ メ ン ト ・リサ ー チ 20 58.05.13～58」2.16 毎週金曜日

計32日

43万 円

MD831
MD832

経営者 ・管理 者のためのパー ソナ ル コン ピュー タ経営利用 24

24
58.07.05～58.07.07

下 期 開 講 の 予 定 で す

3日 間 7万 円

MD833 パー ソナ ル コン ピュー タを用 いたマネ ジメン ト ・ゲー ム 20 下期開講の予定です 4日 間
●

7万 円

MP831 経営戦略 とサ ポー トシステム 20 58.06.2卜58.06.23 4日 間 6万 円

MS831 ベ イジア ン ・アプローチに よるマ ーケテ ィン グ意思決定 20 58.06.02～58.06.03

58。06.16～58.06.17

4B間 7万 円

MS832 生データによる多変量解析演習 20 58.07.07～58.07.08

58.07.14～58.07.15

4日 間 7万円

MA831 システム監 査 20 58.06.13～58。06.15 3日 間 5万 円

PG831
PG832

ソフ トウェア ・エ ンジニ ア リング概 論 20
20

58.05.25～58、05.27

58.03.31～58.09.02

3日 間 4万 円

PE831

PE832

最新ソフ トウェア開発技術 20

20

58.06.07～58.06.10

58.10.04～58.10.07

4日 間 6万 円

PD831

PD832
事務データ処理部門のためのソフ トウェア工学的接近 20 58.07.12～58.07.15

58ジ1L15～58.11.18

4日 間 6万 円

PR831 高信頼化技法 20 58.11.28～58.12.02 5日 間 7万 円

PS831 管理者のためのソフトウェア開発と維持技法 20 58.07.27～58.07.29 3日 間 5万 円

HM831

1{M8貌

メカ トロニクスへ のアプ ローチ、マ イクロプロセ ッサ応用技術

マ イクロプロセ ッサ ・システム設計
'

20

20

58.06.20～58.07.01

58.12.05～58.12.16

10日 間 13万 円

TN831 数値解析 20 下期開講の予定です

TF831 有限要素法の基礎 15 下期開講の予定です

TE831 誤差解析 15 下期開講の予定です 4日 間 6万 円

XE831 情報処理技術者上級 60 58.05.19～58.10.07 夜間 毎週

火 ・木 曜

31回

9万 円

XS831 情報処理技術者中級
,.

70 58.05.19～58.10.07 9万 円

XE832 SEの ためのシステムの分析 と設計 40 58.1LO1～59.03.15 一9万 円

お申込 み 、 お間合 わせ

〒105東 京都港 区浜松町2-4-1世 界貿易セ ンター ビル7階

(財γ日本情報処理開発協会情報処理研修センター 教務課 電話03(435)6509



UIP旺` 報 告 書 ・資 料

頒布価格

分 類 番 号

56-ROO2

56-ROO3

56-ROO4

56-ROO5

56-ROO6

56-ROO7

56-RO13

56-ROI4

題 名

欧 米 の デ ー タベ ー ス の 現 状

オ ン ラ イ ン 需 要 調 査 報 告 書

CAE(ComputerAidedEngineering)に

関 す る 調 査 研 究 報 告 書 －CADの 新 し い ノ∫向 を 探 る 一

音 声 ・デ ー タ ・フ ァ ク シ ミ リ総 合 ネ ッ トワ ー ク ビ ジ ョン

をめ ぐる ユ ー ザ の 対 話

内 外 に お け る デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ スの 利 用

重力1'i,」と ト昔ユ題 兄(

通 信 回 線 を め ぐ る 各 界提 言 ・要 望 と そ の 比 較 ・対 照 ・解 説

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 技 術 者 教 育 の

現:1犬と 言果題

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ と そ の 利 用 技 術 の 将 来

一拡 が る知 的 利 用 へ の ニ ー ズ と技 術 一

・ 般 賛 助 会 員

6,5001]J5,500}lj

6,0001i]5,0001」J

7,0001JJ5,50011J

5,500ilJ4,500F1-J

6,000FiJ5,000P]

2,500F」 」2,000PJ

5,000PJ4,000FiJ

資 料1/0シ ミュ レ ー タ 開 発 報 告 書

資 料 マ イ コ ン 用 リア ル タ イ ム モ ニ タ プ ロ グ ラ ム 開 発 報 告 書

資 料 イ ン テ リ ジ ェ ン トデ ィ ス クユ ニ ッ ト開 発 報 告,}」二

資 料 パ ケ ッ ト交 換 網 用 汎 用 端 末 機 開 発 報 告 蒔

資 料 マ ル チ マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ 開 発 支援 シ ス テ ム 開 発 報 告,}{二

資 料 リア ル タ イ ムFFT演 算 装 置 開 発 報 告 書

56-SOO1中 小 企 業 の 情 報 シ ス テ ム 化 に 関 す る 調 査 研 究

56-SOO2マ ン ・マ シ ン ・ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェ イ ス に 関 す る

調 査 研 究 報 告 書

資 料 情 報 処 理 に 関 す る標 準 化 調 査

ComputerWhitePaper1981Edition

*世 界 コ ン ピ ュ ー タ年 鑑'82

*コ ン ピ ュ ー タ 白 書'81

お 申込 み 〒105東 京都 港 区芝公 園3-5-8機 械 振興 会館 内

(財)日 本情 報処理 開発 協 会/普 及課fto3(434)8211

なお*印 の もの は㈱ コ ンピ ュー タ ・エ ー ジ社 告03(581)5201で お取 扱 い して お ります。

8,000円

1,900ドJ

2,600}1」

1,800円

1,300円

2,300}ij

1,30011」

5,500FJj

6,500円

1,500[IJ

2,000円

1,400FiJ

1,000円

1,800円

1,000円

4,500i弓

8,0001JJ6,500PLJ

4,000Fエ 」3,liOOIiJ

5,000円4,000PJ

6,800円

4,800円

内線535
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